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序 文

熊本県教育委員会では、 菊水町大字寵門の県営畑地帯総合土地改良事業 (竃

門地区) に先行して圃場整備予定地内の埋蔵文化財の発掘調査を進めてまいり

ました。

ここに報告する竃門寺原遺跡 は、 熊本県玉名郡菊水町竃門字寺原に所在し、

縄文時代後期から古墳 時代中期までの複合遺跡 であります。 この遺跡 は、 平成

3年度から平成4 年度にかけて発掘調査を 実施し、 平成6年度に報告書作成を

行ったものであります。

この遺跡 は、 この地方の水運の要として発達してきた菊池川流域に位置して

おります。 このような環境に位置し、 多くの文物 の交流がなされてきました。

この発掘調査の結果、 全国でも数少ない初期段階の須恵器が出土しているの

をはじめ、 弥生 時代中期の良好な墓域も確認できました。

この報告書が、 埋蔵文化財の保護に対する認識を深め、 学術・研究上の一助

となり、 また熊本県の歴史を学ぶ中で多くの方々に利用されれば幸いです。

最後に調査の円滑な 実施に御理解と御協力を頂いた地元の方々、 並びに関係

機関、 そして調査に対する指導、 助言を頂いた諸先生方に対して厚くお礼申し

上げます。

平成7年 3月31日

熊本県教育長

東坂 力



例 吾吾
首

1 本書は1993年11月 "'-'1994年 5 月 にかけて実施 した、 熊本県玉 名郡菊水町大字竃門字寺原

に所在す る 竃 門寺原遺跡の 発掘調査報告書で あ り 、 熊本県文化財調査報告書第149集で

あ る 。

2 調査は、 県営圃場整備事業 ( 菊水町寵門地区) に伴 う 緊急調査 と し て事業の事前に 実施

した。

3 調査は熊 本県農政部の依頼 を受け、 熊本県文化課が国庫補助を受 け実施 した。

4 整理 ・ 報告は平成 6 年度 ( 1994年) に行 っ た。

5 出 土遺物は、 熊本県文化財収蔵庫 ( 熊本市渡鹿 3 丁 目 15-12) に搬入 し て整理作業を行

っ た。

6 発掘現場で の 実測及び写真撮影は調査員で行 っ た。

7 遺物の 実測 は主に長谷部善一、 福田信子、 米倉五月 、 勝田智子、 吉永恵実子、 早野弘子

で 行 っ た。 ま た、 遺構製図 及び遺物製図 は福岡、 丹生英理、 日 置正香が行 っ た。

グラビア撮影、 遺物写真撮影は福田が行 っ た。

8 本書に用い た高度は標高を示 し、 方位は磁北で示 した。

9 出 土玉類の原産地同定は奈良国立文化財研究所飛鳥藤原研究所肥塚隆保氏に依頼 し た。

10 遺物観察表は主に長谷部、 福田が作成 し、 福田が編集 した。

11 写真図版に掲載 し た遺物の縮尺はま ち ま ちで あ り 実測図 を参照 さ れた い。

本書の執筆は第 1 章 を 島津義昭、 第 2 章 ・ 第 2 節 ( 土器) 、 第 3 節 を福田が行い、 ほか

は長谷部が行 っ た。

12 遺物観察表は長谷部、 福田があ た り 福田が編集 した。

13 本書の編集は長谷部、 福田があ た り 、 校正は福田が主 に あ た っ た。

14 出 土遺物は、 熊本県文化財収蔵庫に保管 してい る 。

凡 例

1 本書に 使用 し た方位 と グ リ ッ ド は現地で任意に磁北 に設定 した。

2 挿図 の 遺物の縮尺は土器は基本的に1/3で あ り 、 石器は1/2に統ー した。

3 図 版に掲載 した遺物の縮尺は、 統一 していない。
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第I章 調査の概要

第1節 調査に至る経緯
れてお り 周溝のみが検 出 さ れた。 その他、 縄文土器

が数十点出土 した。

平成 4 年度、 菊水町寵門地区に県営圃場整備事業

が計画 さ れた。 こ の 地帯は菊池川の左岸、 河岸段丘 (制D区

上に 相 当 し、 従来か ら 大字寵門字寺原地区 を 中 心に 直径19 . 5mの 円 墳が検出 さ れた 。 大規模な破壊を

「寵門遺跡」 が存在す る 事は知 られていたが、 遺跡 受けていたが主体部 よ り 遺物が出土 した。

が ど の程度の広が り を持つかは不明であっ たので、

本格的な発掘調査に先立 ち 包含層の深 さ や遺跡の範

囲 を知 る た めの確認調査 を 実施 した。

確認調査の結果、 A ・ B ・ C の 3 調査区 に包含層

が確認 さ れたが、 調査の過程で 3 地区の他に 円墳が

発見 さ れたの で D 地区 と した。

第2節 調査の進捗

発掘調査は平成 4 年10月 か ら 平成 5 年 5 月 まで行

っ た。 調査の進捗の詳細は次章に述ベ る が、 各調査

区の概要 を述べ る 。

(1 ) A区

壷棺16基、 円墳 1 基、 住居跡等 を検出 した。 聾棺

は弥生 中期の黒髪式が 中心である 。 住居跡 も 同時期

であ る 。 聾棺は、 後世の撹乱 を受け破片がかな り の

数点存在 し て い た。

8 号聾棺及び15号費棺の内部か ら は人骨の破片が

出 土 し た 。 円 墳は直径約13 . 5mで主体部は凝灰岩の

家型石棺で大幅な破壊を受けていた。

その他、 縄文後期~晩期の 土器が出土 した土墳が

あ る 。

(2) B区

凝灰岩の石棺 1 基が検出 さ れた。 1 号石棺は蓋石

が破壊 さ れて い た が もう1 基は石棺 と は確認 さ れな

か っ た。

(3) C区

直径33mの 円 墳が 1 基検出 さ れた。 墳丘 は削平 さ

第3節 調査及び整理の組織

遺物の整理及び報告書の作成 は平成 6 年度、 熊本

県文化財収蔵庫で 行 っ た。 発掘調査及び報告書作成

の担当 者は以下の と お り であ る 。

発掘調査責任者 前文 化課長 大塚 正信

元教育審議員 限 昭志
前教育審議員 平野 芳久

発掘調 査 総括 主 幹 島捧 義昭
試 掘 担 当 文化財保護主事 木崎 康弘

発 掘 調 査担当 文化財保護主事 積田 彰久

( 平成 4 年10月 ~平成 5 年 3 月 )

学 合Z主" 員 長谷部善一

( 平成 5 年 4 月 ~平成 5 年 5 月 )

嘱 託 吉田 正一

嘱 託 北原美和子

発 掘 作 業 西材満州生 江上チヨ子

坂井 夏子 坂井シズノ

坂本ヨシ子 中野 和子

坂口シゲ子 坂口喜代子

坂本 良子 高村千代子

中嶋モリ子 高木 陽子

高木 秀昭 菊地 探美

高見 邦秦 福山 春子

野上 尚子 塩山 俊宏

発掘調査事務担当 主幹・経理係長 木下 英治

参 事 中村 宏

参 事 高浜 保子



整理作業責任者 文 化 課 長 桑山 裕好 調査指導・助言及び協力者(順不同、 敬称略)

課 長 補 佐 白井 哲哉 西谷 正 (九州大学文学部教授)

課 長 補 佐 丸山 秀人 酒井 清二 (埼玉県埋蔵文化財センター)

整 理 作業総括 主 幹 島津 昭義 下村 智 ( 福岡市教育委員会)

報告書作 成 学 芸 員 長谷部善一 高木 恭二 (宇土市教育委員会)

嘱 託 福田 信子 勢田 虞行 (荒尾市教育委員会)

整 理 作 業 米倉 五月 勝田 智子 清田 純一 ( 城南町教育委員会)

早野 弘子 吉永恵美子 浦田 信智 ( 西合志町教育委員会)

専門調 査員 熊本大学助教授 甲元 良之 中原 幹夫 (植木町教育委員会)
(現熊本大学教授)

益永 浩二 ( 菊水町教育委員会)
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第E章

第1節 遺跡の環境

(1 )地理的環境

遺跡の 存在する 台地は、 菊池川に よ っ て形作 られ

た河岸段丘上に位置 し て い る 。 こ の地は、 南北に広

が る 平坦面を呈 し て お り 赤穂原台地 と 呼ばれ竃 門地

区、 下津原地区に広が っ て い る 。 今回調査 した竃門

遺跡はその一部に合 ま れ る 。 こ の地は、 も と も と 平

坦部の 多 い地形であ っ た た め 、 戦時 中 は飛行場 と し

て利用 さ れていた こ と も あ る 。

台地の縁辺部は、 菊池川の氾濫に よ る 浸食に よ り 、

浅 く 挟 り 取 ら れた り し た地が見 ら れ、 大 き く 蛇行 し

て い る 部分 も ある 。 こ の菊池川は阿蘇外輪山に源を

発 し 流路延長61 . 2km、 流域面積996k近、 支流65 を数

え る 1級河川であ る 。 こ の川は上流部 よ り 緩やかに

蛇行 し な が ら 西へ流れ、 山鹿 ・ 菊水地区で大 き く 湾

曲 し南側へ流れて い る 。 こ の地では、 緩 く 小 さ な地

に氾濫源が存在 しその段丘上に、 現在ま で 人々 の営

みが見 ら れて い る 。 遺跡の 存在す る 段丘上のす ぐ下

の地は現在で も 水分が多 く 畑地、 水田に適 し な い所

であ り 、 洪水時の氾濫源 と し て現在に至っ て い る 。

台地の縁辺 に は小 さ な湾状の地形が見 ら れ る 。 現在、

築かれて い る 堤防が作 ら れ る 以前は こ の様な地形で

あ る た め、 川面が遺跡のす ぐ近 く ま で来ていた と 思

われる 。

遺跡のす ぐ東側は、 台地の緩やかな斜面が広がっ

て い る 。 高 い山は無いが標高約60m前後の平坦地が

存在 し て い る 。

(2) 歴史的環境

こ の 菊池川流域全体を 見渡 し た場合、 先土器時代

か ら 現代 ま で 多 く の様々 な 遺跡が蔑 さ れて い る 。

今回は、 そ の な かで も 山鹿 ・ 菊水地区に 中心をお

い て遺跡の分布状況、 遺跡 内容等を時代ご と に述べ

てみ る 。

遺跡の概要

先土器時代

先土器時代の遺物は剥片尖頭器が出土 し て い る 菊

水町下津原遺跡、 ナイ フ 形石器 ・ 台形石器が採集 さ

れて い る 中 原遺跡、 片刃の磯器が採集 さ れて い る 高

塚遺跡な ど があ る 。 こ の地域は 大 き く 見 る と 、 菊池

川 中 流域 に 当 た り 支流部 も 合 め 多数の遺跡が発見 さ

れて い る 。 こ の 時代の遺跡は上流部で は多 く 確認 さ

れ て い た が近年、 中 流域での確認例が増 え て い る 。

縄文時代

縄文時代の遺跡は、 菊水町で も 数多 く の 遺跡が報

告 さ れて い る 。 清原台地ほか、 現在、 古墳が多 く 確

認 さ れて い る が、 古墳が築造 さ れ る 以前は先土器時

代か ら 人 々 が生活 した地で あ る 。 菊池川沿いに若園

貝塚があ る 。 こ の 遺跡は縄文時代 中 期か ら 後期 に か

けて形成 さ れて い る 。 さ ら に、 清原遺跡 に は縄文時

代後期 を主体 と す る 遺跡があ り 、 松坂原遺跡で は縄

文時代後期か ら 晩期初頭の鐘ケ崎式 ・ 西平式 ・ 三万

田式 ・ 御領式の 各遺物が確認 さ れて い る 。 こ の 3 遺

跡は いずれ も 形成時期 に連続性があ り 生活の場の移

り 変わ り が見 ら れ る 。 諏訪原遺跡で も 縄文時代の遺

物が確認 さ れて い る 。 時期は縄文早期 ・ 前期 ・ 後期

の も の が確認 さ れて い る 。 しか し、 いずれ も少数で

ある た め全体像は資料の増加 を待ち た い。

赤穂原遺跡で は縄文時代後期か ら 晩期の遺物が確

認 さ れて い る 。 こ の地は古 く か ら 平坦地であ り 大規

模な集落を営むの に適 し た場所 と し て利用 さ れて い

た と 思われ る 。 こ の 遺跡か ら やや上流地域 にあた る

下津原地区で は古閑原台地 を 中 心 に 古 閑原遺跡が広

が っ て お り 縄文時代後期か ら 晩期 にあた る 遺物が確

認 さ れて い る 。 菊水町で 行われて いた遺跡の重要遺

跡確認調査等で多 く の報告が さ れて い る が縄文後 ・

晩期及び弥生時代 ・ 古墳時代の 遺物 は多 く 確認 さ れ

て い る が縄文時代早期 ・ 前期の 遺物は希薄であ る 。

今後の 調査例が増加 し確認 さ れ る こ と があ る 可能性

が高い。

弥生時代

この地で の 弥生時代の遺跡は代表的な も の と し て
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第1表 竃門寺原遺跡周辺遺跡地名表

先一先土器 縄一縄文 (早一早期 前一前期 中一 中期 後一後期 晩一晩期 )

番号 遺 跡 名

1 竃門寺原遺跡

2 東別当塚遺跡

3 西中原遺跡

4 西山田遺跡

5 志 口永赤穂原遺跡

6 高野古関奥原遺跡

7 前原東安寺遺跡

8 高野古閑遺跡

9 若園貝塚

10 清原遺跡

11 下津原西壷棺遺跡

12 下津原赤穂原遺跡

13 岩尻大杉遺跡

14 志 口永本村遺跡

15 高野古閑上原遺跡

16 前原西原遺跡

17 前原壷棺遺跡

18 久米野奥原遺跡

19 前原長溝壷棺群

20 諏訪原遺跡

21 札木蜜棺群

22 馬場堂ノ上蜜棺群

23 立石島崎蜜棺群

24 下津原西葉山塚

箱式石棺群

25 前原長溝石棺群

26 竃 門寺原箱式石棺

27 前原石棺群

28 天御子古墳

29 高野古閑古墳

30 若宮古墳

31 若宮舟形石棺

弥一弥生 古一古墳 奈ー奈良 中一 中世

所 在 地

菊水町竃門寺原

H 

H 

" 

" 

" 

" 

H 

H 

H 

H 

H 

H 

H 

H 

H 

H 

H 

H 

" 

H 

" 

H 

" 

H 

H 

" 

" 

H 

H 

H 

下津原、 東

瀬川、 中原

下津原、 西

志 口永、 大久保

高野、 古閑

前原

高野字古閑

江田、 馬場

江田、 清原

下津原、 西

" H 

岩尻、 大杉

志 口永、 本村

高野、 古関上原

前原、 西原

前原、 宮田

久米野、 奥原

前原、 長溝

江田、 諏訪原

江田、 皆行原

江田、 馬場

原 口 、 立石

下津原、

西堂の 上

前原、 長溝

竃門、 寺原

" 天御子

H H 

高野、 古関

江田、 中道

江田、 中小路

種別

包含地

H 

H 

H 

H 

H 

H 

H 

貝 塚

包合地

聾棺墓

包合地

H 

H 

H 

H 

費 棺

包合地

壷 棺

包合地

窪 棺

H 

H 

箱 式

石棺墓

H 

" 

" 

H 

古 墳

" 

石棺墓
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時 代

縄 ( 後 ・ 晩 ) 弥 ・ 古

先 ・ 縄 ・ 弥

弥

縄 ( 早 ・ 前 ・ 晩 )

縄

縄 ・ 弥

弥

縄 ( 後 ) ・ 弥 ( 後 )

縄 ( 中 ・ 後 )

縄 ( 後 ) 弥生 ( 後 )

弥 ( 中 )

弥 ( 後 ・ 中 )

弥

弥 ( 後 )

弥 ・ 古

弥 ( 中 )

弥 ( 中 )

弥 ( 後 )

弥 ( 後 )

弥 ・ 古

弥 ( 中 )

弥 ( 後 )

弥 ( 中 ・ 後 )

古

弥 ( 中 )

古

古
古

古

古

古

備 考

初期須恵器

マイクロコア・ナイフ

中期費棺

費 棺

H 

箱式石棺

円墳、 箱式石棺

前方後円 墳



番号 遺 跡 名

32 江田穴観音古墳

33 天神平石棺墓

34 土喰箱式石棺群

35 京塚古墳

36 江田船山古墳

37 虚空蔵塚古墳

38 塚坊主古墳

39 清水原家形石棺

40 姫塚古墳

41 土喰古墳

42 中原北池の本石棺墓

43 椿山古墳

44 清原石人遺跡

45 下津原東三瀬横穴群

46 大屋横穴群

47 久井原高野横穴群

48 内田古閥横穴群

49 内田深田浦横穴群

50 久米野千が谷横穴群

51 皆行原狸が浦横穴

52 いご浦横穴

53 浦谷 と んご山横穴群

54 松坂横穴

55 長力横穴

56 北原横穴群

57 う ぐいす原入 口 横穴

58 中原ボー シ 下横穴

59 寺山宮の東横穴

60 寺山小原坂横穴

61 牧野横穴

62 寺山小原遺跡

63 牟田遺跡

64 中原西遺跡

所 在 地 種別 時 代 備 考

菊水町江田 中小路 古 墳 古 円墳、 横穴式

勾玉、 金環

H H 皆行原 石棺墓 古

" H 土喰 H 古 鉄鉱

" H 清原 古 墳 古 清原舟形石棺を合む
" H H H 古 前方後 円墳

H H H H 古 H 

H H H H 古 H 

" 瀬川、 白石 石棺墓 古

" H " 古 墳 古 土師器

" 江田、 土喰 " 古

H 瀬川、 中原 " 古 家形石棺

" H 白石 古 墳 古 前方後 円墳

H 江田、 清原 古 石入、 石製品

H 下津原、 東 横 穴 古

H 大屋 H 古

H 久井原、 高野 H 古

H 内田、 古閑 H 古

H " 深田浦 H 古

H 久米野千が谷 H 古

H 江田、 皆行原 " 古

" H 氏無 " 古

H 原 口 、 浦谷 " 古

" 瀬川、 白石 H 古

" " 長カ H 古 装飾古墳

" H 北原 H 古

H H う ぐいす原 H 古

H " 中原 H 古

" 江田、 寺山 " 古

" H " H 古

" H 牧野 H 古 須恵器

IJ 江田、 寺山 H 弥

H か ま ど、 天御子 包蔵地 古

H 瀬川、 中原 H 弥
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諏訪原遺跡があげ ら れ る 。 こ こ で は九州縦貫自 動車

道の 工事の 際、 環溝集落が確認 さ れ発掘調査が行わ

れて い る 。 弥生時代後期の も のであ る 。 川沿地区に

ついて も 久米奥野遺跡が存在 し、 弥生時代後期の土

器が確認 さ れて い る 。 竃 門地 区 よ り やや下流に位置

する 清原台地で も 縄文時代か ら 連綿 と 人々 の営みが

お こ なわれてお り 弥生時代 も 同様に人々 の生活の痕

跡が認め ら れ る 。 こ の時期の遺跡は菊池川を望む丘

陵上に分布 し て い る 。

古墳時代

こ の 時代は、 江田船山古墳に代表 さ れる 前方後円

墳が築かれ さ ら に、 こ の地方 に 多 く 見 ら れ る 装飾古

墳が作 ら れた時期で も あ る 。 江田船山古墳 を 中 心 と

する 清原台地に存在する 京塚古墳 ・ 虚空蔵塚古墳 ・

塚坊主古墳等の古墳群や、 諏訪原台地にある 若宮古

墳 ( 円 墳 ) や江田穴観音古墳な ど 多 く 見 ら れ る 。 こ

の地方の岩盤であ る 擁灰石 を く り 抜い て崖面に作 ら

れた横穴墓な ど 台地の縁辺部 に多数作 ら れて い る 。

しか し、 こ の時代の集落は今の と こ ろ 、 ほ と ん ど

確認 さ れてお ら ず今後の調査に期待 したい。

歴史時代

清原台地の東方 に 続 く 鴬原台地か ら鋼板墓誌が蔵

骨器 と 共 に 出 土 し て い る 。 地方豪族の 日 置氏の も の

と 思われ県内で は銘文の残る 唯一の墓誌である 。

こ の 日 置氏は菊池川流域の水運を支配 していた と

考 え られてい る 。

第2節 遺跡の概要

遺跡 は、 熊本県玉名郡菊水町大字竃 門字寺原に所

在す る 。 菊池川の 中 涜域 にあ り 河岸段丘上に立地す

る 。 こ の地は、 背後 に 赤穂原台地か ら の び る 丘陵の

先端部 に接 し て い る 。 こ の 赤穂原台地は台地の起伏

が少 な く 、 畑地帯 と して現代 に至 っ て い る 。 しか し、

戦時 中 は こ の起伏の少 な い地 を利用 し飛行場が設け

ら れ た 時 も あ る 。 遺跡の存在す る 丘陵は標高20mか

ら 30mを は か り 背後の 赤穂原台地 は50mか ら 60m と 約

20mの標高差があ る 。

こ の 菊水町は、 江田、 東郷、 花族、 川沿の 4 地区

の合併に伴い町政が発足 し て い る 。 町の東側は、 山

鹿市、 鹿央町に接 し、 北側 は三加和町、 南関町に接

し、 西側及び南側は玉 名 市 に 接 し て い る 。

こ の 菊水町 を大き く 巻き 込む よ う に菊池川が東 よ

り 西側へ流れ、 更 に 下樟原地区、 竃 門地区付近で大

き く 南へ流れを変 え る 。 こ の よ う な地で菊池川は、

小 さ な蛇行を繰 り 返 し小 さ な 河岸段丘 を形作 っ て い

る 。 こ の よ う な地を利用 し古代か ら 多 く の 遺跡が所

在 し て い る 。 竃門地区の所在する 地 よ り 菊池川上流

の下津原地区で は先土器時代の 遺物が確認 さ れて い

る 。 ま た 、 台地の縁辺部 に は、 三 ツ 瀬横穴群、 大屋

横穴群、 久米野横穴群、 下津原上西原石棺、 下津原

東上原石棺な ど 古墳時代の 遺跡 も豊富である 。

こ の様な立地条件で は、 大規模な集落の存在は考

え ら れず小規模な集落又は、 短期間 の 集落の存在が

考え ら れ る 。
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第E章 調査の方法と経過

第1節 調査の方法

調査面積 は 、 農政部 と の協議の う え で7，000nf と

決定 し た こ と を受けて調査の方法の検討に入 っ た。

調査対象地は、 河岸段丘上に 分散 し て お り 、 ま と ま

っ ていないた め再度、 農政部 と 協議のうえ工事を急

ぐ地点か ら 調査を進めた。 以下、 次の方法で調査を

実施 し た。

(1 )表土事lぎ

調査面積が点在 し てい る た め効率的に調査を進め

る た め、 表土が厚 く 堆積 し てい る 地 区 については重

機で表土 を剥いだ。 それ以外の調査区 について は人

力で行 っ た。

(2) 調査区の設定

調査区は分散 し てい る た め、 調査 に 入 る 前に大調

査区A 区.........c区 を設定 した。 試掘の結果、 各調査区

の遺構及び遺物がほぼ同 じである た め l つの遺跡 と

してグリ ッ ド、設定 を 行 っ た。 さ ら に、 一辺10m のグ、

リ ッ ド を南北方 向 を主軸 に し設定 した。

(3) 実測の方法

調査区 に おい て は 1 /100の 平板実測量を行っ た。

各遺構は1/10及び1/20の縮尺で行い各遺構はそのつ

ど 主軸 に合わせて個別実測を お こ な っ た。 実測基準

点は、 平板測量図 に書 き 入れた。

(4) 聾棺の発掘方法

平面 に て堀 り 込みが確認出来 る も の はその時点に

おいて主軸 を設定 し掘 り 下げた。 しか し、 実際費棺

を露出 さ せ る と 、 主軸のずれてい る も の が多か っ た。

そ の た め そ の 時点で土層断面の実測の必要な も の は

実測を行いその後、 費棺の主軸 に合わせて再度主軸

を設定 し、 壷棺及び墓墳の実測を行う。

(5) 古墳の発掘方法

今回の調査で は、 古墳が 3 基確認 さ れている 。 し

か し、 墳丘部がいずれ も 削平 さ れてい る た め周 溝及

び主 体部のみの調査であ っ た。 古墳の 全 体実測図 は

グリ ッ ド実測が不適 当 であ る た め平板測量を基本 と

した。 周 溝部は、 陸橋部が確認出 来 る も の は陸橋部

中央を通る ラ イ ン を主軸 と し、 さ ら に古墳の 中央に

て主軸 に直交す る 線を設定 し土層断面観察用のベル

ト を残 し た。 今回調査 し た 古墳の 内 1 基は隣接す る

場所に民家が建 っ てお り 、 陸橋部は確認出来な か っ

た た め 断面観察用 ト レ ン チ は墳形が分か り やすい部

分を選びその都度設定 した。 主体部は、 平面観察 を

基本 と し、 適宜土層断面観察用アゼ及び、 堀 り 込み

確認用の ト レ ン チ を入れな が ら 進 め た 。 主 体部の屍

床面の調査について は小 ト レ ン チ を設定 し、 層 を確

認の後細か く 区切 っ て土ご と 取 り 上げた。 土は 1 阻

x 1 mmのふるいにか け て遺物を精査 した。 主 体部の

調査は本来あ っ た石棺の構造把握に重点 をおいて調

査を進 め た 。 そ の た め主 体部外に か けて も ト レ ンチ

を入れた。 遺物は、 撹乱を受けてい る 層 の も の は、

撹乱一括 と し、 屍床面 に安定す る 状態で 出 土 し た も

の について は 出 土状況 を実測 し取 り 上げた。

第2節 調査の経過

1992年10月 か ら 1993年 5 月 に か け て調査は行われ

た。 B 調査区か ら 着手 し C 、 A 、 D 調査区の順に進

行 し た。 以下、 月 ご と の進行状況を記す。

【10月】
菊水町教育委員会の益永氏が参加 さ れ調査 も 順調

に始 め る こ と が出来た。 晴天が続 き 土の乾燥が著 し

し、。

【11月】
C 区の桑畑が収穫が終わ っ た た め、 表土剥 ぎ に は

いる 。 表土 を剥いだ後 も 桑の根が多数残 っ てい る た

め除去作業を行う。 調査区に おいて表土剥 ぎ後、 古

墳周溝が確認 さ れ る 。

- 10 ー



【12月】

C区の古墳周溝部分のトレンチ調査を行う。 古墳

の現地保存が決定したため規模確認調査を行う。

同時に、 B区の石棺実測も平行して行う。 A区の

表土剥ぎ作業も終わり、 本格的に調査に入る。 費棺

の掘り込みが見えはじめ、 複数の蜜棺の存在が想定

された。

【1月】

A区において聾棺が続々と検出され始めた。 それ

に伴い土壌墓群も検出された。 各調査区において写

真撮影を随時行い慎重な調査を進める。

【2月】

費棺の調査が軌道に乗ったころ、 調査区としてい

なかった部分において、 円形周溝墓が確認された。

工事が迫っていたが作業を中止して、 県事務所耕地

諜及び地権者と協議を行う。 その結果、 調査を行い

計画通り工事を行うとのこと。 急濯、 D区を設定し

調査に入る。

【3月】

D区の円形周溝墓の調査も同時に行うことになる

A区1号墳 作業風景

がなかなか進まない。 費棺も多数検出された。 年度

末をむかえて一部、 A区の聾棺・住居跡・古墳が年

度明けに残された。

【4月】

年度当初の係内移動で浜田から長谷部が調査担当

を受け継ぐ。 調査の引き継ぎ事項は詳しく説明を受

けたためスムーズにA区の調査に入る。 1号墳の主

体部の調査を始めて、 出土した須恵器が意外に古い

ため、 主体部の石棺形態はどの様なものかと考えな

がら調査を進める。 費棺は意外に多く実測が終了し

ていたため1号墳の調査に集中できる。

【5月】

調査も終わりに近づき、 もう一度図面が抜けてい

ないか確認する。 調査は1号墳の実測終了とともに

全体の調査も終了した。

調査が終了し調査事務所も撤収した後、 ほどなく

工事が入ったとのことである。

【1994年4月-1995年3月】

1994年度に調査報告書の作成期聞を設定させても

らった。

A区1号墳 全景 南より作業風景
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第W章

第1節 先土器時代の遺物

先土器時代の遺物は、 すべて A 区 に て検出 さ れて

い る 。 しか し、 こ の調査区で は先土器時代の遺物包

合層が後世の耕作等で 削平を受けて再堆積 している

ので、 出土遺物は一括の遺物 と し て扱 っ てい る 。

1 出土右器について

ナイフ形石器(第5図1"'" 2 ) 

ナ イ フ型石器 は 3 点 出土 し た 。 1 は、 石材 はチ

ャ ー ト 製であ る 。 剥片素材は、 不定形の縦長剥片を

使用 し、 右側縁部及び左側最部基部 に裏面か ら調整

を行 う 。

2 は、 流紋岩である 。 石刃状の剥片の打面部両側

に整形加工 を施す。 整形加工は直線状である 。 背面

に石核素材の風化面を残 し利用 し てい る 。

3 は、 素材 と な る 縦長剥片の打面部 を残す。 両縁

側 と も 挟入状の調整加工が施 さ れている 。 右側縁に

裏面か ら 細かい剥離が行われ、 そ の の ち 刃潰 し加工

が施 さ れ る 。

以上は、 ナイ フ形石器の な かで も 剥片尖頭器 と 呼

称 さ れ る も のであ る 。

第2表

No. 器 種 石 材
長 さ
(cm) 

1 ナ イ フ 形 石 器 チャ ー ト 3 . 6  

2 " 流 紋 岩 4 . 9  

3 " 安 山 岩 4 . 5  

4 使用痕のある剥片 黒 曜 石 3 . 4  

5 " H 4 . 6  

遺構と遺物

剥片(第5図3. 4 ) 

制片は 2 点検出 さ れてい る 。 そ の 石器素材はいず

れ も 黒曜石であ る 。

4 .  5 と も に縦長剥片であ り 、 表面は、 風化 し て

光沢がない。

4 は、 表面に細かい剥離面を持 ち 、 剥離作業面で

あ る 。

5 は、 打面を残 し て お り 、 やや厚めの剥片 を作 り

だ し てい る 。

2 まとめ
今回の 発掘調査に おいて、 先土器時代の遺物包合

層は確認 さ れな か っ た。

しか し、 出 土 した調査区は A 区のみであ り 過去に

おいて遺物包合層が存在 し ていた と 思われ る 。 こ の

調査区は、 一番南側 に位置 し菊池川 に も っ と も 近い

場所 を占 め てい る 。

良好な包合層 出土遺物で は ないが、 先土器時代の

遺物 を紹介 した。

石器計測表

計 測 値

申百 厚 さ 重 さ
欠損部位 出 土地点

(cm) ( cm) ( g )  

1 . 6  0 . 6  3 . 0  A 区一括

1 . 2  0 . 9  3 . 0  A 区一括

2 . 2  1 . 0  9 . 4  先端部欠損 A 区一括

3 . 6  0 . 7  7 . 4  A 区一括

2 . 5  1 . 1  13 . 2  A 区一括

- 13 一
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第2節 縄文時代の遺構と遺物

今回の 調査で こ の 時期の 遺構は、 も っ と も 菊池川

に近いA調査区 よ り 土坑 6 基を検出 した。

( 1  ) 遺構

1 号土坑( 第 6 図 )

他の土坑 よ り 離れ、 A調査区の も っ と も 南に位置

してい る 。

平面形態は、 円形で あ る 。 残存す る 壁高は約20cm

を 測 る 。

2 号土坑( 第 6 図 )

平面形態 は ほぼ 円形を呈 し て い る 。 底面の一部が

袋状に広が る 。 残存す る 壁高は約50cmを 測 る 。

東側 に小ピ ッ ト が検出 さ れて い る 。 遺物は、 北久

根山式土器が出土 し て い る 。 ( 第 8 図 3 . 6 )  

3 号土坑( 第 6 図 )

平面形態 は方形角 丸 を 呈 し て い る 。 残存す る 壁高

は約15cmを測 る 。

( 第 8 図 ~ 第 9 図 5 ・ 8 ・ 19 ・ 21 ・ 28 ・ 33 ・ 52 )

4 号土坑 ( 第 6 図 )

平面形態 は不整 円形を呈 してお り 、 残存す る 壁高

は約40cmを測 る 。

中心 よ り 北寄 り に小ピ ッ ト が検出 さ れて い る 。

遺物は、 縄文後期の土器が 出 土 し て い る 。

( 第 8 図 1 ・ 22 ・ 23 ・ 25 ・ 27 ・ 37 ・ 38 ・ 41 ・ 43 )

上層一括で 取 り 上げた土器の 中 に、 3 単位の波状

口 縁深鉢土器が出土 し て い る 。 ( 第 8 図 13 )

5号土坑 ( 第 7 図 )

平面形態 は南北 に の び る長円形 を呈 してお り 、 残

存する 壁高は、 約30cm を 測 る 。

中 心 よ り 北寄 り に小ピ ッ ト が検出 さ れて い る 。

いが、 ほ と ん ど の土器が小破 片 で あ る 。 そ の 中 で も

辛川式土器が 多 く 出土 し て い る 。 ( 第 8 図 10 ・ 12 ・

14 ・ 15 ・ 16 ・ 17 ・ 29 ・ 30 ・ 31 ・ 32 ・ 34 ・ 35 ・ 36 ・

40 ・ 42 ・ 44 ・ 45 ・ 46 )

(2) 出 土遺物

土器

本遺跡の縄文時代の土器は、 小破 片多 く 器形を判

断 し た り 、 文様 を確認す る に は容易で は な か っ た。

2 は 口 縁部で、 阿高系 の土器 と 考 え ら れ る 。

1 . 3 "" 12は北久根山式土器 と 考 え ら れ る 。

1 . 3 ・ 5 ・ 6 ・ 8 ・ 10 ・ 12は土坑か ら の 出土で

あ る 。

1 ・ 3 ・ 4 は深鉢の 口 縁部の破片で あ る 。

3 は 口縁部 と 頚部 に 2 本の沈線を施 し て い る 。

4 は 口 縁部の 口唇部に 貝殻疑似縄文の施文が あ る 。

5 ・ 6 . 7 ・ 8 は精製の深鉢の 底部で あ る と 考 え

ら れ る 。

9 "" 12は高部形土器で あ る 。

9 は皿状の 内 面 に 2 条の沈線を 円状に施 し て い る 。

ま た外側 よ り 円状の沈線に 向か つ て 4 本の単位で沈

線が施されて い る 。 その沈線の 聞 に 貝殻疑似縄文の

施文があ る 。 10""12は脚部の破片で あ る 。

14""47は辛川式土器 と 考 え ら れ る 。 大半は土坑か

ら の 出 土で あ る 。

14""24は有文の 深鉢形土器の 口 縁部の破片で あ る 。

13は波状 口 縁 を なす有文の深鉢形土器の 口 縁部の

破片で あ る 。 波頂部は残存す る 部分か ら 3 単位で あ

る と 考 え ら れ る 。 口 縁部の文様帯に は、 2 本の横走

沈線が施文 さ れ、 波頂部で は鈎状の文様を半弧文で

囲む鈎弧文が施文 さ れて い る 。 頭部 に は刺突烈点文

を施文 してい る 。

14は有文の深鉢形土器の 口 縁部の破片で あ る 。 口

縁部文様帯に は、 2 本の横走沈線が施文 さ れ、 披頂

部で は鈎弧文が施文 さ れて い る 。

15は波状口縁の土器の破片で あ る 。 波頂部は一部

欠損 し て い る が、 文様帯に は、 2 本の横走沈線が沈

6 号土坑 ( 第 7 図 ) 施文 さ れ、 波頂部で は鈎弧文が施文 さ れて い る よ う

平面形態 は長円形を呈 し て お り 、 残存す る 壁高は で あ る 。

約30cm を 測 る 。 他の土坑 に 比べて土器の 出土量は多

- 15 -
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16は有文の深鉢形土器の 口 縁部の破片で あ る 。 口 組製土器の形式は い ま だ に は っ き り し な いが、 古

縁部の 文様帯には、 3 本の横走沈線が施文 さ れてい 閑式土器の時期の も の に近いので は な か ろ う か。

る 。

17"""2 1 は 口 融部 の 小破片で あ る 。 文様帯 に は 2

""" 3 本の横走沈線が施文 さ れて い る 。

22 ・ 23は有文の深鉢形土器の 口 縁部の破片で あ る 。

口縁部の文様帯 に は、 2 本の横走沈線が施文 さ れて

お り 、 鈎手文が施文 さ れて い る 。

24は有文の 深鉢形土器の 口融部の破片で あ る 。 口

縁部の 文様帯に は、 3 本の横走沈線が施文 さ れてい

る 。

25"""47は磨消縄文系有文土器の胴部の小破片で あ

る 。 施文 に は、 刺突烈点文 ・ 平行沈線文 ・ 横沈線文

と 斜行沈線 ・ 鈎弧文が見 ら れ る 。

こ こ で は、 多 く の土器片 を報告 し て き たが晩期の

遺物 も 少量あ る 。

49 ・ 50 ・ 51 は後期の土器で あ る 。 精製土器の 口縁

部で あ る 。 器形は49 ・ 50に つ い て は浅鉢で あ る 。 51

は深鉢の 口 縁部で あ る 。

52 ・ 53 ・ 54 ・ 55 ・ 56 ・ 60は晩期の組製鉢の 口 縁部

で あ る 。 精製土器 と 違い胎土、 焼成等大 き な違いが

み ら れ る 。 こ れ ら の破片は大 き な器形 を呈 し てお り

口 縁部は上部 に 向 か つ てやや聞き 気味で あ る 。

表面 に は条痕に よ る引 っ かいた よ う な模様が施 さ

れ一部、 撫で て表面 を整 え た よ う な と こ ろ も観察で

き る 。

口 縁部近 く に 見 ら れ る 凸帯文は、 等間隔で刻み 目

が入 る 。

破片が少量で あ り 全体形が見渡せ る 遺物が無いせ

いか器形の全体像が掴み に く い。

57 ・ 58は胴部破片で あ る 。 胴 に 凸帯を巡 らせてお

り 刻み 目 は 口 縁部近 く に 凸 帯 を施す も の と ほぼ同 じ

施文で あ る 。

胴部の最大幅の付近 にあ る 。 凸部は粘土 を紐条に

し て器面に張 り つ け て あ る 。

59は、 平底の 底部で あ る 。 粗製時の 底部で あ り 器

形は深鉢で あ る と 思われ る 。

石器

縄文時代後期 に属する 石器、 石核、 剥片は、 土壌

及び調査区内一括の 資料で あ る 。

そ の な かで、 石器の器種ご と の 内訳は、 石鎌 9 点、

模形石器 3 点、 石匙 2 点、 打製石斧17点、 使用痕の

あ る 剥片10点、 磨石 5 点で あ る 。

石材ご と の 内訳は、 黒曜石25点、 安山岩 1 点、 チ

ャ ー ト 1 点、 流紋岩 1 点、 砂岩 5 点、 緑泥片岩17点

で あ る 。

右鯨 ( 第10図 1 "' 9 )

石鎌は、 9 点出土 した。 その石材ご と の 内訳は黒

曜石 6 点 ・ チャ ー ト 1 点 ・ 安山岩 1 点、 泥岩 1 点で

あ る 。 石蟻は A 区 を 中 心 に 出土 し て い る が包合層 出

土で はない。

出土 し た 石鎌の形状 に お い て三角 形 ( 第 1 類 )

二等辺三角 形 ( 第 2 類 ) に 分 け ら れ る 。

しか し、 こ こ で は出土数が少な い た め こ れ以上の

細分 は避けて、 今後 こ の地域で の 資料が増 え た 時 に

再度分類 し た い 。

第 1 類 ( 1 )

全体形が三角 形 を呈 し て お り 凹基 ( 浅い扶 り ) の

石鎌で あ る 。 資料数は 1 点で あ る 。 出土地点は、 A

区の一括遺物 と さ れて い る た め詳細は不明で あ る 。

第2類 ( 2 """ 9 )  

全体形が二等辺三角 形 を呈す る 凹基の石鎌で あ る 。

2 ・ 3 の石鎌は平基 に 浅い扶 り が入 る 。

4は、 鎌身 に肩部を持ち先端に 向か つ て角度が急

に狭ま り 、 凹基に 浅い扶 り を持つ。 刃部に は、 両面

か ら 細かい調整剥離を持ち丁寧な作 り で あ る 。

5 . 6 は平基に凹部が見 ら れず平 ら に調整 さ れて

お り 、 挟 り を入れ る 作業は見 られな い。

以上の 事か ら こ の地で の晩期の遺物は、 広い時期 7 は、 泥岩の薄い剥 片素材 を利用 し て お り 縦に長

幅を持 っ て い る 。 い二等辺三角形 を呈 し て い る 。 刃部に は細かい調整
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が両面か ら 入 り V字状の深い扶入 を施す。

8 は、 A 区 の 4 号土墳の 一括遺物 と し て 出土 し て

い る 。 先端部は欠損 し て い る 。 基部は浅い扶 り がU

字状 に施 さ れて い る 。 こ の土壌か ら は、 縄文後期の

遺物 も 出土 して お り 同 時期の石鎌 と 思われ る 。

9 は、 基部 に深いU字状の扶 り を持つ未製品の石

鎌で あ る 。 基部U字状の縁辺 に は細かい調整剥離が

両面か ら 丁寧に施 さ れて い る 。 刃部の調整は入れ ら

れておらず、 剥片素材の 一部を残 して い る 。

棋形石器 ( 第11図 1 "' 3 )

模形石器は、 全部で 3 点検出 さ れた。 石材はすべ

て黒曜石で あ る 。 出土地点 は、 A 区で あ る 。 包含層

出土遺物及び遺構か ら の 出土で は な い た め 出土地点

は不明で あ る 。

1は縦長剥片を素材 と し、 左右両端に潰れ痕が観

察 さ れ る 。

2 は、 素材剥片の形状は不明で あ る 。 縁辺 に細か

い潰れ痕及び剥離面が観察 さ れ る 。

3 は 、 素材剥片の形状は不明で あ る 。 両面に上下

両側か ら の 剥離面 を持つ。 ま た上端は、 表裏両面 と

も 細かい潰れに よ る 小剥離が観察 さ れ る 。

右匙 ( 第11図 4 ・ 5 ) 

石匙 は 2 点 出土 し、 石材は 2 点 と も 黒曜石を利用

し て い る 。 こ の 2 点 は形状か ら 2 類に分類で き る 。

すなわ ち横型 ( 第 1 類 ) と 縦型 ( 第 2 類 ) で あ る 。

第1類( 4 ) 

横型の 石匙で あ る 。 A 区 の 一括遺物で あ る が、 こ

れ も 他の遺物 と 同様包層合出土遺物で は な い。

打面 を 下部 に し て 利 用 し て い る 。 つ ま み部は中央

部 よ り やや左側 に作 り 出 さ れて お り 、 両側か ら調整

加工が入 っ て い る 。 表面下部及び側部 に は削痕に よ

る 細かい剥離が見 ら れ る 。 裏面は下部に打癌が観察

さ れ剥片 の形状か ら 大 き め の横長剥片が利用 さ れて

い る 。

第 2類( 5 ) 

縦型の石匙で あ る 。 4 号土墳の 一括遺物で あ る 。

つ ま み部は両側か ら 調整剥離が入れ ら れ て い る が

作 り 出 さ れ る ま で に は至 っ て い な い。 未完成の状態

で あ る 。

右核 ( 第11図 6 "' 8 )

石核は 3 点出土 し て い る 。 石材はすべて黒曜石製

で あ る 。 出土地点 は A 区で あ り 、 包合層か ら の 出土

遺物で は な い。

7 は、 一部表皮 を残 し て い る も の の 上下両方か ら

剥片の 剥ぎ取 り 作業が行われ て い る 。

7 . 8 は、 上部 に平坦面 を持つ横長の石核で あ る 。

7 は、 比較的小 さ な剥離面を全体 に 持 ち 上下両方

向か ら の 作業痕跡が見 ら れ る 。 さ ら に、 下部に は 一

部潰れ痕が見 ら れ る 。

8 は、 上端 を 中心 に剥離作業が行われて い る 。

使用痕のある剥片 ( 第12図 1 '" 7 )  

使用 痕の あ る 剥片 は 8 点 出土 し た 。 石材はすべて

黒曜石で あ る 。 出土地点は、 1 のみD 区で 2 "' 8 は

A 区で あ る 。 いずれ も 包含層及び遺構か ら の 出土遺

物で は な い た め、 出土地点 は不明で あ る 。

以下、 資料ご と に説明 を加 え て て い き たい。

l は、 縦長剥片 を素材 と し先端部 に 刃 こ ぼれ状の

痕跡が蔑 さ れ る 。 2 • 3 も 、 縦長剥片 を使用 し て い

る 。 縁辺 に 刃 こ ぼれ状の痕跡が見 ら れ る 。 4 は、 や

や大き め の縦長剥片 を使用 し て お り 、 縁辺部 に 刃 こ

ぼれ状の痕跡が見 ら れ る 。 5 は、 縦長剥片 を使用 し

てい る が、 剥片の縁辺部がやや挟れた位置 に細かい

刃 こ ぼれ状の痕跡が両端 に 見 ら れ る 。 6 は、 縦長剥

片を利用 し て お り 、 最辺部 に広い範囲 に 刃 こ ぼれ状

の痕跡が見 ら れ る 。 ス ク レ イ パ ー と して の使用が考

え ら れ る 。 7 は、 幅広の縦長剥片を利用 し て い る 。

縁辺部 に 刃 こ ぼれ状の痕跡が見 ら れ る 。 8 は縦長剥

片 を利 用 し両端縁辺及び裏面 に 刃 こ ぼれ状の細かい

痕跡が見 ら れ る 。

打製石斧

今回の調査で 出土 した打製石斧は20点で あ る 。

それ も すべて、 一部が 欠 けた状態で 出土 し て い る 。
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その他、 使用 に よ っ て剥離 し た と 思われる 剥片や形

成過程で剥離 した と 思われる も の はかな り の量にの

ぼ る 。 こ こ で は、 そ の よ う な も の を省き 実際に使用

さ れた と 思われる よ う な も の はすべて掲載 した。

1 出土状況

先土器時代 と 同 じ く 縄文時代の遺物 も 同様に 明瞭

な包合層 の 出 土遺物で はな い た め、 原位置を示す も

の は少 な い。

打製石斧の 出土 し て い る 地点 と その他の縄文時代

の 遺跡が出 土 し て い る 地点 は、 おお よ そA調査区に

中 心が く る と 思われる 。 出土土器は縄文後期の辛川

式で あ る 。

2 打製石斧の分類

こ の 遺跡か り 出土 し て い る 遺跡か ら は形態分類は

資料不足で あ る た め、 ほぼ同時代の遺跡の資料を参

考 に し て 分類 し て み る 。

I類 ( 第四図 1 "'-' 6 )

「短冊形」 と さ れ て い る も の で 、 全体の形状は長

方形 を な し て い る 。 最大幅が石斧の 中央に来てお り

先端部 ( 刃部 ) はやや丸み を おび る 。 掲載 した資料

の な か に はか な り 欠損の激 し い も の が合まれる 。

E類 ( 第14図 7 )

パチ形に聞 く 形態は、 二等辺三角 形 に近 く 、 最大

幅は石斧の下部に く る 。 刃部は ほぼ直線状 に な り や

や厚み を持つ。

E類 ( 第14図 ・ 第15図 8 "'-'17 ) 

I 類 と し た も の と ほぼ形態 は 同 じ で あ る が、 正方

形 を な し、 両刃及び縁辺に も 使用痕跡が見 られる も

の も あ る 。 7 は局部磨製の打製石斧で あ る 。 基部に

は浅い挟 り が入 り 両刃 で あ る 。

麿石 ( 第16図 1 "'-' 5 ) 

総数 5 点が出土 して い る 。 主にA 区 を 中 心 に 出土

し て い るが、 ほかの遺物同様一指遺物であ る 。

1 は、 扇平な石を使用 し てお り 、 両面 と も 磨 っ た

- 22 ー

痕跡が確認で き る 。

2 、 3 は小型の部類に入 る と 思われ、 断面形は楕

円 を呈す る 。 磨 っ た部分は両面及び側面 を使用 して

い る が し っ か り した磨 り 面は持 っ ていな い。

4 は、 2 、 3 に 比べてやや大き いが、 断面形態は

楕 円 形 を 呈 し て い る 。 両面に磨 り 面が し っ か り と 発

達 し側面 も わずかに打面が残 る 。

5 は、 全体に磨 り 面が発達 して お り 断面形態が台

形を呈 し て い る 。 ほかの磨 り 石 と 比べれば格段に使

用頻度が高い。

今回の調査で は石皿、 台石が検出 さ れて お ら ずセ

ッ ト 関係等は不明で あ る 。
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第3表 石器計測表

No. 器 種 石 材

計 測 値

長 さ 幅 厚 さ 重 さ
(cm) ( cm) ( cm) ( g ) 

欠損部位 出 土地点

噌ム
円G
qO
必ιI
FhU
FO
司4
00
nwu

石 鎌 黒 曜 石

" H 

" H 

" H 

" H 

" " 

" H 

" H 

H 泥 岩

10 模 形 石 器 黒 曜 石

11 " " 

12 " " 

石

石

qd

a唖

EU

FO

匙 M 

H H 

核 H 

" H 

17 " M 

18 使用痕の あ る剥片 " 

19 " " 

20 " " 

21 " 

22 " 

23 " 

24 " 

25 " 

26 " 

27 " 

28 磨

29 

" 

H 

" 

H 

" 

" 

" 

石 砂 岩

H H 

qd

cu

。。

唱i

nu

qL

qd

qd

pD

EU

oo

nu

qd

oO

唱i

tu

弓t

nu

nu

qd

nu

--

qd

唱i

tU

Aせ

ng

oo

FD

•
•
•
•
•
•
•
•
•

 

14

1i

qu

qd

唱i

qゐ

9G

14

qd

ワ白

1ム

9G

9白

qG

qL

1i

tA

ワ臼

1i

qL

qd

ワ釘

qd

q白

qU

9G

nd

oロ

ヴ4

噌l

oo

phu

nHU

噌i

唱i

ーム

唱i

MH

MH

H

 

H

MM

H

 

AU

唱i

nd

nd

qd

nd

 33 打 製 石 斧 緑泥片岩 8 . 1 

34 " " 8 . 8  

4・

Fa

--

ロU

Qd

RU

A宅

nu

。O

司t

Qd

Qd

ヴS

A宝

qd

pb

q白

nu

A官

民u

qu

巧t

A官

民U

虫U

守e

qL

Qd

GV

氏U

司u

qu

nu

ヴt

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

ti

可i

qG

唱i

唱i

ti

Fb

qd

1-

1ょ

1i

ti

qb

唱i

qd

qd

qO

9“

ti

--

qru

--

qL

qG

胃i

qL

qL

可t

FD

岬t

nu

oO

FD

Fb

qd

AHA

A宮

qd

Fb

GU

A宅

FD

A宝

勾t

回b

pa

pb

qd

-

-

-

-

-

-

-

nu

hu

nu

nu

hU

AU

AU

nU

AU

AU

AU

nu

nu

nU

 

0 . 3  A 区一括

1 . 0  先端部 ・ 基部欠損 A 区一括

4 . 1  A 区一括

0 . 9  A 区一括

A 区一括

A 区一括

A 区 1 号住居跡

A 区 4 号土墳一括

A 区一括

A 区一括

A 区一括

A 区一括

A 区一括

A 区 4 号土壌

A 区一括

A 区一括

A 区一括

D 区一括

A 区一括

A 区一括

A 区一括

C 区一括

A 区一括

A 区一括

A 区一括

A 区一括

D区一括

A 区一括

A 区一括

A 区一括

A 区一括

A 区一括

A 区一括

A 区一括
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1 . 1  

1 . 5  

1 . 9  先端部欠損

1 . 9  

1 . 8  

4 . 2  

1 . 9  

1 . 6  

3 . 1 

1 . 9  

1 . 6  10 . 7  

0 . 8  3 . 7  

2 . 3  13 . 4  

0 . 5  1 . 6  

0 . 3  1 . 0  

0 . 4  1 . 9  

0 . 5  3 . 3  

0 . 3  0 . 9  

0 . 6  7 . 1 

0 . 6  3 . 1  

0 . 3  1 . 1 

2 . 1  9 . 0  

2 . 1  5 . 9  

1 .  7 384 . 3  

5 . 3  427 . 1  

4 . 9  470 . 9  

6 . 4  794 . 2  

3 . 6  749 . 4  

0 . 5  37 . 8  

0 . 8  54 . 5  



右器計測園

計 測 値

No. 器 種 石 材
長 さ 中高 厚 さ 重 さ

欠損部位 出土地点

(cm) ( cm) ( cm) ( g )  

35 打 製 石 斧 緑泥片岩 12 . 4  5 . 9  0 . 7  80 . 1  A 区

36 " " 8 . 4  5 . 2  0 . 5  49 . 0  A 区

37 庁 " 5 . 5  4 . 9  0 . 5  37 . 5  A 区

38 " H 10 . 7  7 . 3  1 . 1  147 . 8  A 区

39 " H 6 . 9  9 . 7  1 . 4  89 . 5  A 区

40 " H 9 . 7  3 . 9  0 . 4  49 . 7  A 区

41 H " 9 . 8  6 . 6  1 . 9  170 . 3  A 区

42 H " 12 . 2  6 . 8  1 . 2  158 . 4 A 区

43 H H 6 . 1 2 . 4  0 . 5  32 . 7  A 区

44 H H 8 . 4  4 . 5  0 . 7  62 . 7  A 区

45 H H 8 . 1  5 . 1  0 . 9  53 . 5  A 区

46 " H 8 . 0  3 . 2  0 . 6  42 . 2  A 区

47 " H 7 . 7  6 . 0  0 . 4  71 . 8  A 区

48 H H 6 . 7  5 . 7  0 . 7  68 . 5  A 区

49 H H 7 . 7  6 . 5  1 . 0  87 . 7  A 区
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第3節 弥生時代の遺構と遺物

弥生時代 中期の遺構は蜜棺墓16基 と 、 同時期の も

の と 思われる 住居跡 1 基が確認 さ れた。

こ れ ら の 遺構は、 A調査区か ら の み確認 さ れた。

( 1  ) 聾相墓

1号聾棺墓(第18図)

調査区の 中 で は南に位置す る 。 こ の聾棺の西側に

は 7 号聾棺墓があ る 。 墓墳の平面形態 は楕円形を呈

し て い る 。 上面 を 大 き く 削平 さ れて い る が、 掘 り 方

の 一部が残 っ て お り 、 棺 を斜 め に据え て い る 。

1 個体分の小型曹が出土 し て い る が削平を受けて

い る ため単棺で あ る か どうかは不明であ る 。

主軸方位 N-E81。

埋置角 度 +19
。

2号聾棺墓(第18図)

3 号壷棺墓 と 墓墳 を共有 して い る よ うで あ る が、

検出状況か ら 判断す る と 、 近接 し て埋置 さ れた も の

と 考 え ら れ る 。 墓墳の平面形態は、 上面 を大き く 削

平 さ れて い る た め不明で あ る 。

切 り 合い 関係及び新 旧 関係 は判断で き な か っ た。

棺をやや斜 め に据え て い る 。

主軸方 向 N - E 610 

埋置角 度 +230 

3号聾棺墓(第18図)

2 号聾棺墓 と 墓墳 を共有 し て い る よ う で あ る が、

検 出 状況か ら 判断す る と 、 近接 して埋置 さ れた も の

と 考 え ら れ る 。 墓墳の平面形態 は、 上面を大き く 削

平 さ れて い る た め不明で あ る 。

切 り 合い 関係及び新 旧 関係は断定で、 き な か っ た。

棺を ほぼ水平に据え て 置いてい る 。

主軸方 向 E - S 9 0  

埋置角 度 +23。

4号聾棺墓(第18図)

墓墳の平面形態は楕円形 を呈 し て い る 。 上部 を大

き く 削平 さ れて い る が、 掘 り 方の一部が残 さ れてい

る 。

棺は斜め に据え、 上下聾の複式棺の接合式で その

接合部分 に は粘土の 目 張 り を施す。

主軸方向 S - W340 

埋置角 度 +34。

5号聾棺墓(第18図)

墓墳の 平面形態 は ほぼ円形を呈 し て い る 。 上面を

大 き く 削平 さ れて い る が、 掘 り 方の 一部が残 さ れて

い る 。

棺は斜め に据え、 上下壷の複合棺で あ る 。

主軸方 向 E - S 120 

埋置角 度 + 320 

6号聾棺墓(第18図)

調査区の 中 で は西側 に位置す る 。 こ の 聾棺の南側

には、 9 号室棺墓、 10号聾棺墓が あ る 。

墓墳の平面形態は楕円形を呈 し て い る 。 上面 を大

き く 削平 さ れて い る が、 掘 り 方の 一部が残 さ れて い

る 。 棺は斜め に据え上下壷の複合棺の接合式で、 そ

の接合部分 に は粘土の 目 張 り を施す。

主軸方向 N - E 62。

埋置角 度 + 350 

7号聾棺墓(第18図)

調査区の 中 で は も っ と も 南に位置 し て お り こ の蜜

棺の北側 に は 1 号聾棺墓が あ る 。

墓績の 平面形態は楕円形を呈 して い る 。 上面 を大

き く 削平 さ れてお り 不明で あ る が、 掘 り 方の 一部が

残 っ ていた。

東側下 に 深 さ 0.4m奥行 き 0 . 25m の横穴 を 掘 り 込

み、 棺 を ほぼ水平に据え る 。 大童 1 個体が出土 して

い る が削平を受 け て い る た め、 単棺で あ る か どうか

は不明であ る 。

主軸方向 S - W590 

埋置角 度 +200 

8号聾棺墓(第18図)

墓墳の 平面形態 は楕円形を呈 し て い る 。 上面を大

き く 削平 さ れてお り 不明で あ る が、 掘 り 方の一部が
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残 さ れていた。

東壁下 に0 . 5m奥行0 . 7m の横穴を掘 り 込み棺を ほ

ぼ水平に据え る 。

鉢 ( 上 ) と 聾 ( 下 ) の複式棺の接合式で その接合

部分に は粘土の 目 張 り を施す。

主軸方向 N - E33。

埋置角度 + 3 。

9号聾棺墓(第19図)

調査区の 中 で は西 に 位置す る 。 こ の聾棺の東側に

は 6 号蜜棺墓、 10号蜜棺墓があ る 。

墓墳の平面形態 は ほ ぼ 円 形 を 呈 し て い る 。

上面 を 大 き く 削平 さ れて お り 、 不明であ る が、 掘

り 方の一部が残 さ れて いた。

棺をやや斜 め に据え、 壷 ( 上 ) と 聾 ( 下 ) の複式

棺で、 覆 口 式で あ る 。

主軸方向 W - N79。

埋置角 度 +370 

10号聾棺墓(第19図)

調査区の 中 で は西に位置す る 。 こ の蜜棺の北側に

は 9 号壷棺墓、 西側 に は 9 号蜜棺があ る 。

墓墳の平面形態 は ほぼ円形を呈 し て い る 。 上面を

大 き く 削平 さ れてお り 、 不明で あ る が、 掘 り 方の一

部が蔑 さ れていた。

棺をやや斜 め に据え、 聾 1 個体が出土 し て い る が

削平を受 け て い る た め に単棺で あ る か ど う か不明で

あ る 。

主軸方 向 N - E750 

埋置角 度 +27。

11号聾棺墓(第19図)

墓墳の 平面形態は ほぼ円形 を呈す る 。 上面を大き

く 削平 さ れてお り 、 不明で あ る が、 掘 り 方の一部が

残 さ れていた。 棺 をやや斜 め に据え る 。 聾 1 個 体が

出土 し て い た が、 削平 を受け て い る た め に単棺で あ

る か ど う かは不明で あ る 。

主軸方 向 W - N 8 。

埋置角 度 + 30。

12号聾棺墓(第19図)

こ の 費棺に南側に 13号聾棺墓、 14号聾棺墓、 15号

聾棺墓が あ る 。 墓壌の 平面形態はほぼ楕 円 形 を 呈 し

て い る 。 上面 を 大 き く 削平 さ れて お り 、 不明で あ る

が、 掘 り 方の 一部が残 さ れて い た。

その西壁下 に 深 さ 0 . 23m奥行き 0 . 15m の横穴を掘

り 、 棺をほぼ水平に据え る 。

小型蜜 1 個体が出土 し て い る が削平を受 け て い る

た め に、 単棺で あ る か ど う か は不明で あ る 。

主軸方向 E - S 510 

埋置角 度 + 35。

13号聾棺墓(第19図)

こ の 聾棺の片側に14号聾棺墓、 15号聾棺墓、 12号

聾棺墓が あ る 。 墓墳の平面形態 は ほ ぼ楕 円 形 を 呈 し

て い る 。 上面 を大き く 削平 さ れて お り 、 不明で あ る

が、 掘 り 方の 一部が残 さ れて い た。

その東壁下 に 深 さ 0 . 5m奥行 き 0 . 3m の 横穴を掘 り

込み、 棺をやや斜め に据え る 。

壷 1 個体が出土 し て い る が削平を受け て い る た め

に、 単棺で あ る か ど う か は不明で あ る 。

主軸方向 S - W77。

埋置角 度 + 290 

こ の 聾棺は、 西壁 を14号聾棺墓 と 切 り 合 っ て い る

状況か ら 見 る と こ れ よ り 新 し い と 思われる 。

14号聾棺墓(第19図)

こ の蜜棺の東側 に13号費 棺墓、 15号壷棺墓、 12号

費棺墓が あ る 。 墓墳の東壁 を13号聾棺墓 と 切 り 合い、

平面は 明確で は な いが ほぼ楕 円 形 を 呈 し て い た と 思

われ る 。

墓墳 内 に曹の小破片が残 さ れて い る だ けで棺の詳

細について は不明で あ る 。

こ の 聾棺は、 東壁 を13号聾棺墓 と 切 り 合 っ て い る

状況か ら 見る と 古い と 思われ る 。

15号聾棺墓(第19図)

こ の 聾 棺の北側に12号聾棺墓、 南側に 13号聾棺墓、

14号車棺墓があ る 。

墓績の 平面形態 は ほ ぼ 円 形 を 呈 し て い る 。 その東
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壁下 に 深 さ O . 6m奥行き O . 4m の 横穴を掘 り 込み、 棺

を斜め に据え る 。

聾 ( 上 ) と 費 ( 下 ) の複式棺の 覆 口 式で、 その接

合部分は粘土の 目 張 り を施す。

主軸方 向 W - N340 

埋置角 度 +33。

こ の 聾棺か ら は、 人骨の一部 と 歯が出土 し て い る

が、 人骨は原形 を 留 め な い。

16号聾相墓 ( 第19図 )

墓墳の 平面形態は上面を大 き く 削平 さ れてお り 、

墓墳 内 も 撹乱があ り 、 原状を留 め て い る か は疑問で

あ る 。 墓墳内 に曹の小破片が残 っ て い る だ けで棺の

詳細に つ い て は不明で あ る 。

(2) 住居跡 ( 第17図 )

費棺 を 多数検出 し た A 区 に て確認 さ れた住居跡で

あ る 。 こ の調査区は本来深 く 掘 り 込 ま れて い る 聾棺

がわずか な掘 り 込み しか確認 さ れな い ほ ど 削平 さ れ

て い る 。

住居跡は、 5 mX 5 m40で あ り やや不定形の方形

で あ る 。 掘 り 込みは検出面か ら 約 5 cm.......一番深い所

で約lOcmを 測 る 。

床 は硬化面が発達 してお り 若干南側が高 く な っ て

い る 。 住居内 に、 ほぼ広が り が見 ら れ る 。 柱穴は 2

本確認で き たが住居の プ ラ ン か ら はずれてお り 、 不

自 然で あ る 。 炉が住居の 中心か ら 南東 に 寄 っ た所に

位置 し て お り 浅い掘 り 込み を持つ。 炉は焼土が詰 ま

っ て い る が一時的に強い火は受けて い る が長期間使

用 した跡は見 ら れ な か っ た。

住居の 調査終了後に床面を剥いで住居の本来の掘

り 込み を確認 し た が焼土の広が り は確認で き な か っ

た 。

貯蔵穴は住居の北側に寄っ た 位置に あ り 、 深 さ は

床面か ら 約30cm を測 る 。

土 層 の 断面は、 ほ と ん ど 層 を な し て い な く て一気

に埋ま っ た状態で あ っ た。

内部か ら の遺物の 出土は見 られなか っ た。

〔遺物〕

住居跡か ら 出土 した遺物 は床面に安定 し て 出 土 し

た遺物の み図示 し た。 こ の住居が破棄 さ れた時期 に

も っ と も 近い も ので あ る 。

1 は、 底部のみの 出 土で あ る 。

破片か ら の反転復元で あ る が ほぼ鯛部の最大径が

分か っ たた め推測 し て費 と 思われ る 。

胴部最大径は24.-5cmを測 る 。

2 . 3 は、 蜜の 口 縁で あ る 。 口 縁端部はやや丸み

を帯びてお り 3 は 内部端部がやや内 側 に 張 り 出 して

い る 。 4 は壷の胴部で あ る 。 凸 帯 を 1 条巡 ら して い

る 。 以上、 出土 し て い る 遺物はすべて焼成 は良好で

あ り 明 る い褐色の器面で あ る 。

こ の こ と か ら こ の住居跡は 2 本柱の住居で あ り 弥

生 中期の 中 頃の も ので あ る 。
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第24図 蜜棺実測図( 5 )

- 42ー

10 勾側』ーーー一「一一一一一一『



第4表 聾棺観察表 (第20-24図)

番号 機種 法 量 形 態 の 特徴 技 法 の 特 徴 備 考

残存器高 34 . 5  cm 口 縁部 欠 損
口縁部

1 聾
口 径 ( 外 ) 凸 帯 ナ シ

外 面 体部ナデ、

( 内 ) 底 部 上げ底
底部ハケ 目

底 径 6 . 5  cm 
内 面 ナ デ
胎 土 明燈色

器 高 48 . 0  cm 口 縁部 逆L字形
口縁部 ヨコナデ

2 費
口 径 ( 外 ) 36 . 0  cm 凸 帯 口縁下に 1 条

外 面 ナ デ

( 内 ) 29 . 4 cm 底 部 上げ底
内 面 ナ デ

底 径 6 . 4 cm 
胎 土 褐色、

細砂粒多い

残存器高 29 . 5  cm 口 縁部 欠 損
口縁部

3 壷
口 径 ( 外 ) 凸 帯 ナ シ

外 面 ナ デ

( 内 ) 底 部 平 底
内 面 ナ デ

底 径 8 . 0  cm 
胎 土 明褐色

器 高 50 . 4  cm 口 縁部 逆L字形
口 縁部 ヨコナデ

4 聾
口 径 ( 外 ) 33 . 8  cm 凸 帯 口縁下に 1 条

外 面 ナ デ

( 内 ) 29 . 0  cm 底 部 上げ底
内 面 ナ デ

底 径 7 . 7  cm 
胎 土 黄褐色、

砂粒多い

器 高 59 . 4 cm 口 縁部 鋤状 口縁
口縁部 ヨコナデ

5 壷
口 径( 外 ) 27 . 0  cm 凸 帯 刻み目突帯2条

外 面 ナ デ

( 内 ) 25 . 6  cm 底 部 平底
内 面 ナ デ

底 径 8 . 0 cm 胎 土 明黄褐色

器 高 70 . 1  cm 口 縁部 逆L字形
口 縁部 ヨコナデ

6 費
口 径 ( 外 ) 33 . 3 cm 凸 帯 口縁下に 1 条

外 面 ナ デ

( 内 ) 270 . 0  cm 底 部 上げ底
内 面 ナ デ

底 径 9 . 6  cm 
胎 土 褐色、

細砂粒多い

残存器高 115 . 0  cm 口 縁部 欠 損
口 縁部

7 壷
口 径 ( 外 ) 凸 帯 胴部に 2 条

外 面 ナ デ

( 内 ) 底 部 平 底
内 面 ナ デ

底 径 14 . 3  cm 
胎 土 明燈色、

細砂粒多い

器 高 34 . 0  cm 口 縁部 逆L字形
口 縁部 ヨコナデ

鉢 口 径 ( 外 ) 46 . 0  cm 凸 帯 逆L字形
外 面 ヨコナデ

( 内 ) 41 . 0  cm 底 部 平底
内 面 ヨコナデ

底 径 12 . 0  cm 
胎 土 明燈色

8 
器 高 74 . 4  cm 口 縁部 逆L字形

口 縁部 ヨコナデ

聾
口 径 ( 外 ) 48 . 2 cm 凸 帯 ナ シ

外 面 ナ デ

( 内 ) 40 . 8 cm 底 部 上げ底
内 面 ナ デ

底 径 7.3 cm 
胎 土 褐色、

細砂粒多い

- 43ー



口 縁部 欠損
口縁部

残存器高 53.7 cm 
外 面 ヨコナデ

口 径( 外 ) 凸 帯 胴部に 1 条
内 面 ハケ 目 調整後壷

底 部 欠損( 内 ) 一
ナデ

底 径 一
胎 土 茶褐色

9 
器 高 56.4 cm 口 縁部 逆L字形

口 縁部 ヨコナデ
口 径 ( 外 ) 38.0 cm 凸 帯 口縁下に 1 条

外 面 ナ デ費 ( 内 ) 32.0 cm 底 部 上げ底
内 面 ナ デ

底 径 6.8 cm 
胎 土 褐色、細砂粒多い

口 縁部 欠損
口縁部

残存器高 43.7 cm 
外 面 ナ デ

口 径( 外 ) 凸 帯 胴部に 1 条
内 面10 壷

( 内 ) 底 部 平底
胎 土 褐色、 細砂粒

底 径 6.5 cm 
多い

口 縁部
残存器高 55.0 cm 口 縁部 欠損

外 面 ナ デ
口径( 外 ) 凸 帯 刻み目突帯2条

内 面 ナ デ11 費
( 内 ) 底 部 平底

胎 土 明褐色
底 径 8.6 cm 

口 縁部 逆L字形
口縁部 ヨコナデ

器 高 54.7 cm 
外 面 ハケ 目 調整後

口 径( 外 ) 35.0 cm 凸 帯 口縁下に 1 条
ナデ12 費

( 内 ) 29.0 cm 底 部 上げ底
内 面 ナデ

底 径 50.0 cm 
胎 土 褐色

口 縁部 逆 T 字形
口 縁部 ヨコナデ

器 高 75.0 cm 
外 面 ナデ

口 径 ( 外 ) 35.0 cm 凸 帯 胴部に 1 条
内 面 ナデ13 費

( 内 ) 28.0 cm 底 部
胎 土 明褐色

底 径 8.0 cm 

口 縁部 T 字形
口 縁部 ヨコナデ

器 高 35.0 cm 
外 面 ナデ

鉢 口 径 ( 外 ) 62.4 cm 凸 帯 口縁下に 1 条
内 面 ナデ( 内 ) 51. 4 cm 底 部 平底
胎 土 明燈色、

底 径 11.5 cm 
細砂粒多い

15 
器 高 68.3 cm 口 縁部 逆L字形

口 縁部 ヨコナデ 胴部を 中心に口 径 ( 外 ) 45.5 cm 凸 帯 口縁下に 1 条
外 面 ハケ目調整後ナデ 煤付着聾 ( 内 ) 34.6 cm 底 部 上げ底
内 面 ナデ

底 径 7.8 cm 
胎 土 暗褐色、細砂粒多い
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番号 器種 部分

1 査 口 縁部

2 壷 口 縁部

3 鉢 口 縁部

4 鉢 口 縁部

5 高杯 口 縁部

6 器台

胴部~
7 査

底部

8 鉢 口 縁部

9 壷 口 縁部

10 蜜 口 縁部

11 蜜 日韓部

12 聾 口 縁部

13 費 口 縁部

14 蜜 口 縁部

15 壷 口 縁部

16 聾 口 縁部

第5表 弥生土器観察表 (第25図)

調 整 焼成 色 調

外面は、 タテ方 向のナデ、
頭部はヨコナデ

外面は : 淡黄褐色内 面は、 粗いナデ 良 好
内面は : 暗赤褐色

口 縁上面は、 丁寧なヨコナ
ア

外面は、 ヨコ方向の丁寧な
ナ デ 後 、 タ テ 方 向 のみが

良 好
外面は : 暗赤褐色

き 内面は 赤燈色
内面は、 ヨコ方向のナデ

内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 黒褐色
内面は : 暗黄褐色

内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 暗黄褐色
内面は : 暗黄褐色

内外面とも、 丁寧なナデ 良 好
外面は : 明赤褐色
内面は : 明赤褐色

外面は、 タテ方 向のハケメ
良 好

外面は : 黄褐色
内面は、 組いナデ 内面は 赤褐色

外面は、 細かいハケメ
外面は : 黄褐色底部は、 組いナデ 良 好
内面は : 黄褐色内面は、 粗いナデ

外 面 は 、 タ テ 方 向 の ナ デ
良 好

外面は 赤褐色
口 縁部は、 ヨコナデ 内面は 赤褐色

外面は、 タテ方 向のハケメ
良 好

外面は : 淡褐色
口 縁部は、 ヨコナデ 内面は : 淡褐色

口 縁部は、 ヨコナデ 良 好
外面は : 黄褐色
内面は : 黄褐色

口 縁部は、 ヨコナデ 良 好
外面は : 黄褐色
内面は : 黄褐色

口 縁部は、 ヨコナデ 良 好
外面は : 黄褐色
内面は : 黄褐色

口 縁部は、 ヨコナデ 良 好
外面は : 黄褐色
内面は : 黄褐色

口 縁部は、 ヨコナデ 良 好
外面は : 明黄褐色
内面は : 明黄褐色

口 縁部は、 ヨコナデ 良 好
外面は : 明黄褐色
内面は : 明黄褐色

内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は 赤褐色
内面は : 赤燈色
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胎 土 備 考

砂粒を合む

大粒の砂粒
丹塗り

を合む

微砂粒を合
む

砂粒を含む

微砂粒を合
丹塗り

む

砂粒 を合む

砂粒を合む 底部に穿孔

砂粒を合む 丹塗り

砂粒を合む 丹塗り

砂粒を合む

砂粒を合む

砂粒を合む

砂粒を合む

砂粒を含む

微砂粒を合
む

微砂粒を合
む



番号 器種 部分 調 整 焼成 色 調 胎 土 備 考

17 聾 口 縁部 内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 淡褐色

砂粒 を含む
内面は : 淡褐色

18 費 口 縁部 内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 淡黄色

砂粒を合む
内面は : 淡黄色

19 費 口 縁部 内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は 赤褐色 徴砂粒を合
内面は : 赤褐色 む

20 聾 口 縁部 内外面とも、 粗いナデ 良 好
外面は : 黄褐色

砂粒を合む
内面は : 黄褐色

21 聾 口 縁部 内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 淡褐色

砂粒 を合む
内面は : 淡褐色

22 壷 口 縁部 内外面とも、丁寧なヨコナデ 良 好
外面は : 淡褐色 徴砂粒を合 外面に、 煤
内面は : 淡褐色 む が付着

23 聾 口 縁部 内外面とも、丁寧なヨコナデ 良 好
外面は : 淡褐色 微砂粒を合
内面は : 淡褐色 む

24 聾 口 縁部 内外面とも、丁寧なヨコナデ 良 好
外面は : 淡褐色 徴砂粒を合
内面は : 淡褐色 む

25 費 口 縁部 内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 明褐色

砂粒を合む
内面は : 明褐色

26 蜜 口 縁部 内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 明褐色

砂粒を含む
内面は : 明褐色

27 聾 口 縁部 内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 明褐色

砂粒を合む 丹塗り内面は : 明褐色

28 聾 口 縁部 内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 淡黄褐色

砂粒 を合む
外面に煤が

内面は : 淡黄褐色 付着

29 壷 口 縁部 内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 淡黄褐色

砂粒 を合む内面は : 淡黄褐色

30 費 口 縁部 内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 淡褐色

砂粒 を合む内面は : 淡褐色

31 壷 口 縁部 内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 淡褐色

砂粒 を含む
外面に、 煤

内面は : 淡褐色 が付着

32 聾 口 縁部 内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 淡褐色

砂粒 を含む
外面に、 煤

内面は : 淡褐色 が付着

33 費 口 縁部 内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 淡褐色

砂粒 を合む
外面に、 煤

内面は : 淡褐色 が付着

34 聾 口 縁部 内外面とも、丁隼なヨコナデ 良 好
外面は : 淡黄褐色

砂粒を合む内面は : 淡褐色

35 費 口 縁部 内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 明褐色

砂粒 を合む
内面は : 淡褐色

36 壷 口 縁部 内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 暗黄褐色

砂粒を含む
外面に、 煤

内面は : 暗黄褐色 が付着
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番号 器種 部分 調 整 焼成 色 調 胎 土 備 考

37 費 口 縁部 内外面とも、 ヨコナデ
良 好

外面は : 淡褐色
砂粒 を合む

外面に、 煤
内面は : 淡褐色 が付着

38 蜜 口 縁部 内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 淡褐色

砂粒を合む内面は : 淡褐色

39 蜜 口 縁部 内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 淡黄褐色

砂粒 を合む内面は : 淡黄褐色

40 費 口 融部 内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 明黄褐色

砂粒を合む
内面は : 明黄褐色

41 聾 口 縁部 内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 明黄褐色

砂粒 を合む
内面は : 明黄褐色

42 費 底 部 内外面とも、 ナデ 良 好
外面は : 淡褐色

砂粒 を合む内面は : 淡褐色

43 壷 底 部 内外面とも、 ヨコナデ 良 好
外面は : 明茶褐色

砂粒を合む
内面は : 明茶褐色

44 費 底 部 内外面ともナデ 良 好
外面は : 明茶褐色

砂粒を合む
内面は : 明茶褐色

45 壷 底 部
外面は、 タテ方向のハケメ

良 好
外面は : 淡褐色

砂粒を合む内面はナデ 内面は : 淡褐色

46 蜜 底 部 内外面とも、 ナデ 良
外面は : 淡褐色

砂粒を合む内面は : 淡褐色

47 費 底 部 内外面とも、 ナデ 良 好
外面は : 淡褐色

砂粒 を合む内面は : 淡褐色

48 費 底 部
外面は、 タテ方 向のハケメ

良
外面は : 淡褐色

砂粒 を合む内面はナデ 内面は : 淡褐色L一一 '-- 一一一
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第4節 古墳時代の遺構と遺物

調査 について

こ の 遺跡の試掘調査で確認 さ れて い た古墳は 1 基

で あ っ たが、 調査開始時に表土剥ぎを行い A調査区

に お い て 円 墳 1 基、 さ ら に調査 中 に工事区域 よ り 1

基が検出 さ れ、 合計 3 基の 円 墳が確認 さ れ調査 を行

っ た。 古墳名 は、 調査 中通 し番号で は付 し て い なか

っ た た め、 整理作業の なかで 1 号墳か ら 3 号墳ま で

明記 し た 。 1 号墳は A 区 に位置 し、 2 号分は、 D 区

に位置 し、 3 号墳は C 区 に位置す る 。

いずれ も 、 墳丘 は後世の 削平を受 けてお り 残 っ て

い な か っ た。 そ の た め、 周 溝部の確認及び主体部の

調査を主 に 行 っ た。

(1 ) 1 号墳
周溝部 ( 第26図 )

1 号墳は、 菊池川 に近い A 区 に て検出 さ れた。 今

回調査 し た な かで は一番南側に位置 してい る 古墳で

あ る 。 周 溝外径は13 . 5m を 測 る 小型の古墳で あ り 、

平面形 はやや不整形 な 円 墳で あ る 。 陸橋部の 中心を

通 る 主軸の方角 は S - 390 -E を測 る 。 周溝幅は、

ほぼ均一で 1 . 20m を測 り 、 深 さ も 0 . 5mか ら0 . 6m を

測 る 。 こ の地が古 く か ら 1 枚の 畑 と して使用 さ れて

いた為か、 削平 を受けつつ も ほぼ全周 に渡 り 、 高低

差 を持たずに現在 ま で か ろ う じ て残 さ れていた。 周

溝の 断面は逆台形 を呈 し、 周溝内堆積土は 4 層 に 区

分出来た。

周溝 内 遺物 は、 ほぽ全周 に渡 り 須恵器、 土師器片

の 出 土があ っ た。 古墳に伴 う 遺物はすべて I 層 ・ E

層か ら の 出土で あ る 。 E 層 は周 溝掘削時、 若 し く は

直後の堆積土 と 考 え ら れ る 。

主体部 ( 第27図 )

墳丘の ほぼ 中心部に位置 し てお り 、 掘方は こ の地

の地山で あ る 黄色粘土層 に ま で掘 り 込 ま れて い る 。

主体部 も 周 溝部 と 同様に 削平 を 受 けて い る た め、

石棺本体の本来の 姿 は確認出来なか っ た。 しか し、

掘方の埋土か ら は多 く の 凝灰岩の破片が出土 した。

主体部 は 削 平 を受 け る 際に 同時に撹乱 も 合わせて

受け て い る た め、 埋土の状態は本来の姿で は な か っ

た。 こ の埋土 中 か ら は凝灰岩 片 に 混 じ っ て鉄製品 ・

須恵器 ・ 土師器片が 出 土 した。 さ ら に、 こ の埋土中

に は ガ ラ ス小玉が合 ま れ る と 考 え ら れ る ので、 1 皿

x 1 mmのふ る い を使いすべて の 土 を精査 した。 そ の

結果 こ の埋土 中 か ら は直径約 8 阻の 黒色小玉が16個、

直径約 4 mmの緑色の小玉が40個、 さ ら に濃緑色の異

形玉が 1 個検出 さ れた。 こ の撹乱を受けた埋土を取

り 除 く と 、 主体部の掘 り 方が確認で き た。

こ の 掘方か ら 想定 さ れ る 主体部は横 口 式石棺 と 思

われ る 。 さ ら に 出 土 した凝灰岩の一つ に 家形を呈す

る 妻入 り 部が認め ら れ る た め棺蓋の形式か ら 横 口 式

家形石棺で あ っ た と 考 え ら れ る 。

掘方の平面形か ら 、 棺身2 . 15m、 棺幅0 . 95m残存

高O . l1m を測 り 、 横 口 式家形石棺 の 出 土例か ら 見た

ら か な り 小規模の も の で あ る 。 さ ら に、 石棺主体部

底面に は精査の結果幅llcmの 凝灰岩製の切石が使用

さ れて い た痕跡が確認出来た。 さ ら に、 石棺本体の

前部両側 に は袖石が長 さ 0 . 65 m幅O . l1mで存在 して

いた痕跡 を確認 した。 こ れは、 後述す る が同町の江

田船山古墳の主体部 と 同形式で あ る 。 主体部の屍床

面に は撹乱土が堆積 し て い たが上部 よ り 1 枚ずつ剥

ぐ精査の結果、 須恵器片 ・ 土師器片が床 に接す る 状

態で 出 土 した。 こ の破片 は上部の撹乱土の 中 か ら 出

土 し て い る 須恵器片 と 接合関係が認め ら れた。 こ の

結果、 こ の 須恵器は元来主体部 に 供献 さ れていた も

の と 考 え ら れ る 。

主体部床面か ら はガ ラ ス小玉が黒色 1 個、 緑色 5

個が主体部の ほぼ中央部 よ り 検出 さ れた。 しか し、

こ れ も 本来の位置で は な い と 判断 さ れ る 。

毘床面は地山 を割 り 出 し てお り 、 主体部石材の底

面 よ り 8 cm高い位置に作 ら れて い る 。 屍床面の土は

上部が撹乱を受けた時に、 同時に 動 い て お り 追葬の

確認は出来なか っ た。 主体部は本来、 古墳の 羨道部

に接続 し て い る が こ こ で は墳丘の 削平の た め羨道は

主体部側 にわずか に残 っ て い る だ け で あ り 長 さ 1 . 20

m ( 残存 ) 、 幅1.20 m ( 残存最大幅 ) で 緩やか に主

体部へ傾倒 し て い る 。

傾斜角 度は220 で あ る 。
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右棺石材 ( 第32図 )

主体部 は破損を受 け て お り そ の 姿 は留 め て い な い。

石材は大半は小破片 に な っ て お り わずか に こ こ で報

告す る も の 1 点のみが姿を残 し て い る 。 家形石棺妻

入 り 部分 も 一部残 っ て い る が図示で き な か っ た。 こ

の石棺の石材は こ の地で 多 く 見 ら れ る 凝灰岩で あ る 。

石材 は、 幅11cmを測 り 、 板状に加工 さ れて い る 。 両

面 と も 丁寧な 削 り 跡が あ り 、 石棺内部で あ っ た と 思

われる 面は朱が全面に塗 ら れ て い る 。

石材は、 石棺の側壁部分で あ り 一部 に角部を残す。

本来は石棺 内部全体に 朱が施 さ れて い た も の と 思わ

れ る 。 主体部石棺 に残 さ れて い る 石材部分の幅 も 11

cmで あ り こ の 幅で作成 さ れた石材 が使用 さ れていた

の が確認出来た。

出土遺物

周溝及び主体部か ら 出土 し た も の で 、 須恵器 ・ 土

師器 ・ 玉類 ・ 鉄器が あ る 。 主体部 は撹乱を受けて は

い る が 出 土遺物 は本来、 こ の古墳に伴 っ ていた も の

と 思われ る 。

須恵器 ( 第28図 )

器種 と して は、 車、 小型壷、 樽型題、 透 し付樽型

躍があ る 。

鴎
1 は主体部撹乱 よ り の 出 土で あ る 。 他の 出土須恵

器 と ほぼ同時期の も の で あ り こ の 古墳に伴 う 遺物で

あ る 。 底部はやや尖 り 気味で あ り 胴部の最大径は上

部 に 位置 し肩部が張 っ た器形で あ る 。 外上方へゆ る

やか に外反す る 口 頭部 を 持 ち 、 口 縁部 と 頭部の境界

に 1 条の 稜線 を 有す る 。 頚部 に 7 条、 胴部に 5 条の

櫛描波状文 を施す。 頚部 と 鯛部の 接続に は指に よ る

撫で 付 け接続 を行 う 。 口 径7 . 7cm、 器高10 . 6cm、 最

大胴部径11 . 4cmを測 る 。 器面の胎土は轍密で、 焼成

も 硬質 な も ので あ る 。

張っ た器形で あ る 。 口 縁部 と 頚部 を境界に し、 やや

太い 1 条の稜線を有す る 。 こ の稜線を境に し て 口 縁

部は直立 に 立 ち 上が り を示 し、 口 縁端部 に てやや外

反す る 。 器面の胎土は轍密で あ り 焼成は良好で あ る 。

器形 に は こ の稜線以外の装飾は施 さ ず単調 に仕上げ

て い る 。

透か し付 き樽型庖
3 も 主体部か ら の 一括遺物で あ る 。 器種は基本形

と し て樽型麗で あ る が両側 に 透 しが付き樽の容器の

部分は全体幅の 約 1 / 3 で あ る 。 口 縁部 は胴部 よ り

外反気味 に 立 ち 上が り 途 中 1 条の太い稜線を有す る 。

口 径9 . 2cm、 器商19 . 3cm、 幅25 . 8cmで あ る 。 さ ら に

容器 と し て 使用 で き る 幅は外径10 . 3cm、 内径9 . 4cm

で あ る 。 透 しの部分は、 端部 に て 11 . 9cm、 容器部 と

の接続部分で13 . 8cmを測 る 。

装飾は上部か ら 下部 に か け てすべて 6 条の櫛描波

状文を施す。 胴部 に は 6 本の櫛描波状文の存在が考

え ら れ る 。 透 し部分 に は図 示 し て い る 分 だ けで も 5

本の櫛描波状文が見 ら れ、 も う 片方の分ま で入れれ

ば10本の 存在が考 え ら れ る 。 胴部、 透 し部の櫛描波

状文は総数16本で あ る 。

両側の 透 し部 と は 2 本の稜線及び 2 本の沈線に よ

り 区画 さ れ る 。 透 し部 は ま ず、 全体形を作 り 上げた

後透 し部を切 り 込んで、 い る 。 切 り 込みは鋭利 な刃物

で丁寧に施 さ れ、 一部裏面 に痕跡を残す。 透 し は両

側に10 ヶ 所ずつ施 さ れて い る 。 側面は直径11 . 9cmを

測る 円周部 に装飾が施 さ れ る 。 こ こ で も 透 し を 中心

と し、 縦方 向 に6 . 5cm幅0 . 8cm、 横方 向 に 横2 . 7cm縦

0 . 8cm、 更 に 斜 め 方 向 か ら 縦1 . 4cm横0 . 7cmの 透 し を

有す る 。 断面形態か ら 図面の左の方が厚みを も っ て

お り 右 に行 く に従いやや薄 く な る 。 さ ら に側面の樽

の蓋部の厚みが左が厚 く 右 は薄 く な っ てい る 。 こ れ

は、 製作時の順序を示 し て お り 左 を下に し て立て た

状態で製作 し て い る こ と を意味 し て い る 。 そ の た め 、

透 し部 も 全体を作 り 上 げた後、 切 り 込み を入れた と

思われ る 。 口 縁部は全体形が完成 し た後、 別に製作

小型壷 さ れ接続 さ れた よ う で あ る 。 こ の 透 し部分に切 ら れ

2 も 主体部撹乱か ら の 出 土で あ る 。 底部はやや尖 る 様に刺突文が確認で き 、 4 ヶ 所見 られ る 。

り 気味で あ り 、 胴部の最大径は上部 に位置 し肩部が
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樽型B
4 も 主体部 の 一括遺物で あ る 。 胴部縦15 . 5cm横

28 . 8cmを測 る 。 口 縁部は今回 出 土 し て い な い。 中央

部の注 口 部 も 確認 出 来 な か っ たが、 沈線の位置及び

他 の 出 土遺物例 な ど か ら 、 沈線が 2 本か ら 1 本に移

る 位置 を注 口 部 と し て位置付 け復元 した。 器形は 中

央部か ら 端部 に か け て ほぼ平行 を な し、 外側の沈線

部か ら 急 に 端部 に か け て 狭 ま る 。 稜線は 中央部に浅

い沈線に よ り 区切 ら れ 1 本あ る 。 こ れを ほぼ中央で

あ る と 判断す る 。 中 央部 よ り に 2 本の稜線が存在 し

3 本の 浅い沈線に よ り 作 り 出 さ れ て い る 。 その外側

に さ ら に 2 本の稜線 を 有 し、 3 本の 沈線を持つ。 こ

の ど ち ら かの稜線部 と も に沈線は 1 周 はせず、 途 中

途切れなが ら 巡 ら さ れて い る 。

こ の稜線及び沈線に 区切 ら れて い る と こ ろ には 中

央部寄 り の 2 区画 に 5 条 を 基本 と す る 櫛措波状文が

あ り 端部 に近い区画は、 4 条の櫛描波状文が入 る 。

それぞれ 3 本ずつ巡 っ て お り 、 器面全体で計18本が

想定 さ れ る 。 こ の 土器で も 断面形態か ら製作時の上

下関係が分か る と 思われる が、 破片出土で あ っ た。

土師器 ( 第29図 )

器種は、 盤型土器、 費、 複合 口 縁壷、 小型丸底壷、

高杯があ る 。

出土地点 は主体部 と 周溝 内 と に分 け ら れ る 。

畳形土器 ( 1 ---- 7 )

出土地点 は全て周溝部か ら の 出 土遺物で あ る 。 体

部はやや深 く 、 底部は丸底で あ る 。 全体に丸みを帯

び 口 縁部は端部で短 く 外脅す る 。 器面調整は外面に

刷毛 目 調整の後 ヨ コ ナデ、 内面はヘ ラ 削 り の あ と 横

ナデに よ り 丁寧に仕上げて い る 。

壷形土器 ( 13 )

周溝部か ら の 出土遺物で あ る 。

体部 は出土 し て い な い た め不明で あ る が、 口縁が

ラ ッ パ状に広が る 広 口 壷で あ る 。

まで 多数報告 さ れて き た。

こ で は 2 点 出 土 し て い る 。 出 土地点 は周溝部で あ

る 。 14は 口縁部のみの 出土で あ る 。

口縁部か ら 伸 び る 部分か ら の推定で は球形に近い

と思われ る 。 頚部はやや く びれてお り 、 口 縁部はわ

ずか に外湾 し短 く 立 ち 上が る 。 頭部か ら 口 縁部外内

面は、 刷毛 目 の あ と 、 ヨ コ ナデが施 さ れる 。

別地点で 出 土 し て い る 15 と 同時 に 観察す る と 体部

は球形を呈 し て い る も の と 思われる 。

高綜 ( 11 ・ 12 )

杯部、 脚部 と も 各 1 点 出 土 し て い る 。 出 土地点は

両方 と も 主体部一指で あ る 。

杯部は残 さ れて い る 部分のみの観察か ら 上半部 と

下半部 を接合 して作 ら れ た も の で あ る 。 接合部に は

弱 い稜線が残 る 。 口 縁端部の形式は不明で あ る 。 脚

部は上半部 と の接合面か ら 下 に か けてやや膨 らみな

が ら 広が り 裾部 に い た っ て 明瞭な角 を持ち外反す る 。

小型丸底壷 ( 8 ・ 9 ・ 10 )

3 点 出土 し て い る がそ の う ち 2 点 は主体部か ら の

一括遺物で あ る 。 も う 1 点 は 周 溝部 よ り 出土 し て い

る 。

8 は、 底部がやや尖 り 気味の 丸 底 を な し て い る 。

胴部は最大径が上部 に あ り 底 に 行 く に従い狭ま っ て

い る 。 口 縁部はやや外反す る 。 調整は外面は刷毛 目

の あ と ナデ調整 をお こ な う 。 内 面 はナデ、調整 を行 っ

て い る が輪積みの痕跡が残 さ れ て お り 口 縁部 と 胴部

の境界に は明確に稜が残 さ れ る 。 8 と 10は、 胴部が

球体を呈 し て い る 。 底部は尖底 を な し て い る 。

9 はやや底部が丸い状態で あ り 8 と 10ほ ど胴部が

球体で は な い。 口 縁部は短 く 上方に外反 し端部は丸

い。 器面調整 は ほか と 同 様 に 丁寧 な 仕上げで は な い。

鉄器 ( 第31図 )

鉄製品 は主体部か ら 2 点 出 土 し て い る 。 1 は、 主

体部撹乱土 内一括の鉄鉱で あ る 。 鍛身は 2 個 に折れ

た状態で 出 土 した。 接合の結果 1 本の鎌身で あ る と

複合 口 繰聾 ( 14 ・ 15 ) 判明 した。 現存長13 . 5cm、 身幅1 . 95畑、 厚 さ 0 . 2cm、

壷 に つ い て は 、 器種の バ リ エ ー シ ョ ンが多 く 現在 26 . 1 g を測 る 。 鍛身の茎部 に は木質が良好な 状態で
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残 さ れて い る 。 は錆が ほ と ん ど な く 厚 さ はO . lcmで あ る 。

2 は、 屍床面に密着す る 状態で 出土 し て い る 。 残

存状態 は良好で あ り 茎部に は木質を残 し て い る 。 現 (2) 2 号墳 ( 第33図 )

存長8 . 0cm、 身 幅1 . 9cm、 厚 さ O . 7cmで あ る 。 刃部は 調査地 区 は A 区の北側 に位置す る 。 こ の調査区は

砥 ぎ減 り は見 ら れ な い が、 先端部はやや外反気味に 最初か ら 設定 し て い た も ので はな く 工事 中 に表土を

轡 曲 す る 。 刃部長4 . 3cm を 測 り 、 茎部 は木質残部が 剥い だ時、 偶然発見 さ れた も ので あ る 。 そ の た め 急

2 . 3cm、 木質が残 っ て い な い茎部1 . 4cm を測 る 。 刃部 連D 区 と して設定 した。 直径19 . 3m を測 り 不整形の

第 6 表 横 口 式家形石棺 (妻入) 地名表

番号 古墳名 所在地 墳形 墳丘規模 棺 内 出 土遺物
出 土

備考
須恵器

1 石植山古墳
福岡県久留米市

前方後 円墳
管玉 ・ 蕨手万子 ・ 円 筒 ・ 形象

高良内 町 万子 埴輪

2 石人山古墳 福岡県八女郡広川町 130m 不明 特殊器台 武装石人 ・
" 

( T K-73 ) 装飾古墳

福岡県久留米市 ( 伝 ) 万 ・ 剣 ・ 勾玉 ・ 蓋杯 ・ 高郎 ・
円筒埴輪" 

3 浦 山古墳
上津町二軒茶屋 ( 帆立員形)

60m 
金環

器台 ・ 蜜 ・ 壷
装飾古墳

( T K-23 ) 

4 西原古墳 佐賀県佐賀市久保泉 石製品

5 西限古墳
佐賀県佐賀市

円墳
円 筒植輪、

金立町西限 装飾古墳

6 江田船山 熊本県玉名郡
前方後円墳 61m 

鏡 ・ 万 ・ 剣 ・ 玉類 ・ 冠 ・ 高杯 羨道付設
古墳 菊水町江 田 帯金具ほか

熊本県下益城郡 現存径
石製品 ・ 装

7 石之室古墳 円墳 須恵器片 飾古墳 ・ 羨
城南町塚原 20m 道付設

8 北原 1 号境 ( 円墳 ? ) 鉄鉱 ・ 須恵器 石製品 ・
" 羨道部付設

9 36号方形
方形周溝墓

墳丘部 内径 羨道付設H 
周溝墓 9 . 30mX 8 . 70m 

10 丸 山 8 号墳 円墳
墳丘部内径 羨道付設" 
9 . 70mX 9 . 40m 

11 丸 山34号墳
墳丘部内径

" " 
9 . 60mXI0 . 10田

12 
上の原

直径 約14皿 須恵器 羨道付設" " 
1 号墳

13 
大道夫婦塚 熊本県下益城郡 墳丘部 内径 鉄鉱 ・ 小玉

羨道付設
" 

3 号憤 松橋町古保山大道 16 . 20m ( ? ) 

14 姫塚古墳
熊本県玉名郡菊水町 " 

瀬川 中原

寵門寺原 熊本県玉名郡 墳丘部内径 須恵器 ・ 万子 ・ 鉄鉱 ・ lili!・小
・ 透

形
か
広 口

15 " 査 し 羨道付設
1 号墳 菊水町窓門字寺原 11 . 5m ガ ラ ス玉 ・ 異形玉 付 き 樽 形 lili!

- 樽形lili!
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円 墳で あ る 。 陸橋部の 中 心 を と お る 主軸 は 、 W -

780 - S を測 る 。 周 溝部の 幅は約 1 m で あ り ほぼ全

体 と も 均一で あ る 。 周 溝部の 断面は逆台形 を呈す る 。

主体部 は古墳の主軸 と ずれてお り W - 500 - S を主

軸 と す る 。 陸橋部は東に面 し て お り 削平の 関係で南

側の周溝部がやや浅 く な っ て い る 。

主体部 ( 第34図 )

墳丘の ほぼ 中 心部 に 位置 し て お り 、 掘方は 1 号墳

と 同様に黄色粘土層 ま で掘 り 込 ま れて い る 。

全長2 . 2m 、 最大幅1 0 1 m ( 撹乱部65cm ) で 深 さ 約

20cmで あ る 。 主軸 は 周 溝部の N - 700 - E に対 し N

- 450 - E と やや南側 に振れて い る 。

主体部 は 1 号墳 と 同様に撹乱を受けて い る た め本

来の 姿 は留 め て い な か っ た。 埋土の状態 も 同様で遺

物 の 出 土位置 も 分か ら な い状態で あ る 。 石棺の石材

は凝灰石で あ っ た ら し く 凝灰石片が少量出土 した。

石棺の 掘 り 込み部 も 検 出で き たが 1 号墳ほ ど残存状

況は良 く な か っ た。 主体部か ら の 出 土遺物はわずか

に滑石特有孔円盤が 2 点で あ っ た。

出 土遺物 ( 第34図 )

出土遺物は主体部埋土の 一括 と し て、 滑石製有孔

円盤が 2 点 の みで あ っ た 。 1 は最大長1 0 8cm、 最大

幅2 . 1cm、 厚 さ O . 1cm、 重 さ は1 0 1 g で あ る 。 やや不

整形の 円 形 を 呈 し て お り ほぼ 中央部に 2 ヶ 所の穿孔

が行われて い る 。 器面は表面整形の た めの調整が行

われてお り 斜 め 方 向 に 擦痕が見 ら れ る 。

2 は最大長2 . 1 cm、 最大幅2 . 1cm、 厚 さ O . 4cm、 重

さ 2 . 8 g で あ る 。 ほ ぼ 円 形 を 呈 し て い る が、 厚 さ は

一定で は な い。 中央部 に は 1 ヶ 所の 穿孔が行われて

い る 。 器面調整 は上下、 斜 め か ら 両面 に わ た っ て 丁

寧に行われて い る 。

(3) 3 号墳 ( 第35図 )

主体部 中 央部 ま で表土を剥いだが主体部 は 削平 を

受けて い る ため確認で き な か っ た。 そ の た め周溝の

みの調査を行 っ た。

更に、 農政部の設計変更で 削平対象地域か ら はず

さ れた た め範囲確認 と 周 溝の ト レ ン チ調査を行い残

存状況確認を行 っ た。

周 溝
調査対象地域の表土 を剥いだ段階で は、 古墳の 陸

橋部 は確認で き な か っ た。 後世に 削平 さ れて い る が

現況で は直径33m の 円墳で あ る 。 周溝の幅は、 ほぼ

3 mで あ る 。

周溝部 に 任意に ト レ ン チ を設定 し周溝底部 ま で 掘

り 下げて確認を行い約 1 / 4 程度完掘 した。

周溝底部 ま で の 深 さ は約60""80cmあ り 相 当 削平 を

受け て い る 。 周 溝 内 か ら は遺物がほ と ん ど 出 土せず

こ の古墳の時期判断は出来な か っ た。

陸橋部 につい て も 現在住宅が建 っ て いた り 、 道路

等で思 う よ う に ト レ ン チ を入れ ら れ な か っ たた め 、

確定 は出来な い。

第 7 表 樽形蕗出土地名表

番号 出土遺跡名 所在地 出土遺構 備考 所蔵 ・ 保管者

1 洗切貝塚 八代市 不明 表採 江上 敏勝

2 二子塚遺跡 上益城郡嘉島町 不明 表採 緒方 勉

3 熊本市下硯川 不明 表採 県立装飾古墳館

4 覚井古墳群 球磨郡相良村 不明 表採 鶴島 敏彦

5 竃門寺原遺跡 玉名郡菊水町大字竃門字寺原 円墳主体部 一括 熊本県教育委員会

6 H H H 
" 

(透か し付き ) " 
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第 V 章 自 然科学的分析

竃門 1 号墳出 土ガラス小玉の分析
奈良国立文化財研究所 肥塚 隆保

1 は じ め に
古代の ガ ラ ス は主要構成酸化物か ら 、 大き く 鉛珪酸塩ガ ラ ス と アル カ リ 珪酸塩ガ ラ ス に

分類で き る 。 鉛珪酸塩 ガ ラ ス は、 さ ら に鉛バ リ ウ ム ガ ラ ス ( PbO・BaO-Si02系 ) と 鉛ガ ラ ス

( PbO・S i 0 2系 ) に 分類で き 、 ア ル カ リ 珪酸塩ガ ラ ス は 、 カ リ ガ ラ ス ( K20・S i 02系 ) と

ソ ー ダ石灰ガ ラ ス ( Na20・CaO・Si 02系、 Na20・Ab03・CaO・Si 02系 ) に分類で き る 。

日 本に ガ ラ スが伝え ら れ た の は、 ほぼ紀元前 2 世紀頃で、 3 世紀頃 ま での遺跡か ら 出土

す る 主な ガ ラ ス は、 鉛珪酸塩ガ ラ ス ( 鉛バ リ ウ ム ガ ラ ス と 鉛合有量の 多 い鉛ガ ラ ス ) と 1

種類の ア ル カ リ 珪酸塩ガ ラ ス ( カ リ ガ ラ ス ) で あ る 。 いずれ も 中 国で製造 さ れた ガ ラ ス が

流通 し て い た も ので、 あ る も の は 日 本国 内で二次的な加工がな さ れて いた。

3 世紀後半頃に な る と 、 従来 と は材質の異な る アル カ リ 珪酸塩ガ ラ ス と し て ソ ー ダ石灰

ガ ラ ス が涜通す る 。 こ の ソ ー ダ石灰ガ ラ ス は、 アル ミ 合有量の 少 な い タ イ プ と アル ミ 合有

量が多 い タ イ プの 2 つの材質の も の が知 られて い る 。 3 世紀後半か ら 6 世紀後半 頃 ま で の

古墳時代は、 鉛珪酸塩ガ ラ ス は流通せず、 言わばアル カ リ 珪酸塩ガ ラ スの 全盛期で も あ っ

た。 今回は、 竃 門遺跡 1 号墳か ら 出土 した小玉 ( 5 世紀前~ 中 頃 ) の材質 につ い て調査 し

たので そ の結果 を報告す る 。

2 分析試料
今回は、 緑色透明お よ び黄緑色半透明の小 さ な小玉 と 黒色透明お よ び黒色不透明の小玉

26点 の 分析 を お こ な っ た。 いずれ も ガ ラ ス小玉の表面 は 肉 眼的 に は風化 は進ん で い な い

状態でわずか な 光沢 さ え も 残存 し ていた。 顕微鏡観察では、 表面に大小の気泡がかな り み

ら れた。 分析試料は表 - 1 に ま と め た。

試料 遺物の種類 ガ ラ ス の色調 &;t料 遺物の種類 ガ ラ ス の色調番号 番号
(微) 小玉 A ー 1 緑色透明 1 4  (微) 小玉 C - 4 緑色透明

2 (微) 小玉 A - 3 黄緑色半透明 1 5  (微) 小玉 D - 1 - 2 黄緑色半透明
3 (微) 小玉 A - 6 緑色透明 1 6  (微) 小玉 D - 1 -6 緑色透明
4 (微) 小玉 A - 1 2 黄緑色半透明 1 7  小玉 B - 1 黒色透明
5 (徴) 小玉 A - 1 5 黄緑色半透明 1 8  小玉 B - 2 黒色不透明
6 (微) 小玉 A ー 1 6 緑色透明 1 9  小玉 B - 3 黒色透明
7 (微) 小玉 A - 1 7 貧緑色半透明 20 小玉 B - 4 黒色不透明
8 (微) 小玉 A - 1 8 黄緑色半透明 21 小玉 B - 5 黒色不透明
9 (徴) 小玉 A - 2 1 黄緑色半透明 22 小玉 B - 8 黒色透明
1 0  (微) 小玉 A - 25 黄緑色半透明 23 小玉 B - 9 黒色不透明
1 1  (微) 小玉 A ー 27 黄緑色半透明 24 小玉 B - 1 2  黒色透明
1 2  (微) 小玉 A - 28 緑色透明 25 小玉 B - 1 3 黒色透明
1 3  (微) 小玉 A - 29 黄緑色半透明 26 小玉 B - 1 5  黒色不透明

表 - 1 分析鼠料
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3 分析方法
各試料は、 微小領域エネルギ一分散型蛍光 X 線分析法 に よ り 測定 をお こ な っ た。 検出可

能元素範 囲 はNa........ Uで あ り 、 scrな ど数種類の標準試料 を も ち い てFP ( フ ァ ン ダ メ ン タ

ルパ ラ メ ー タ ー ) 法 に よ り 検出 した全酸化物の合計が100% に な る よ う に規格化 し た定量

値の計算 をお こ な っ た。

ま ず、 表面の風化 に よ る 成分の変動 を評価 し非破壊分析の可能性を検討 した。 次 い で そ

の結果に も と づい て 、 表面層 を超音波研磨装置 に よ り 風化 層 を 除去 し た の ち 、 実際の定量

測定 を お こ な っ た。 な お 、 測定に は一次 X 線励起電圧 を20kVお よ び45kVの2固 に わ け で測

定 し た ( 表 ー 2 ) 。 ま た 、 ガ ラ ス表層に生 じ た二次生成物 を検討す る た め X 線回折 も 同時

に お こ な っ た。

X 線管 : Mo ( モ リ ブデ ン ) 励起電圧 : 20kVp/45kVp 電流 : 4. 5mA/0. 3mA 

検出器 : ベノレ チ ェ 型 S i - L i半導体検出器 00皿ゆ 1024ch ) 測定雰囲 気 : 真空 中

1 次 フ ィ ルタ ー : A l  05 μ ) 分析領域 l mmゆ 計数時間 : 500........2000秒

測定条件表 - 2

分析結果4 
(1 ) 風化 に よ る 成分の変動

風化に よ る 成分の変動 に つ い て は、 遺物表面 と 内部の組成について比較 した。 そ の結果、

風化 に よ る ガ ラ ス組成の変化 に は規則性はな く 、 個々 の試料がバ ラ バ ラ に 変動す る こ と が

こ こ で は 、 試料No . lO の ガ ラ ス 小玉の 例 を示 し た ( 図 ー 1 参照 ) 。 試料明 ら か に な っ た 。

No. lOは最 も 顕著な風化を示 し て い る 試料でNa20が著 し く 減少 し、 Si02が増加 し て い る 。

埋蔵 中 に お け る 水分の影響に よ り アル カ リ イ オ ンの溶出がお こ り 、 表面に はSi・OHに富む

層が形成 し て い る も の と 考 え ら れ る 。 特に、 出土遺物で はその表面 に ガ ラ ス光沢の著 し い

試料 ほ ど こ の 傾 向 が顕著で あ る 。 それ ら 以外で は、 Na20 は減少 し て い る も の のS i 02 に は

大 き な変化はみ ら れず、 A bOa量が風化表面でやや増加 し て い る も の も あ る 。

Sample : No. 10 
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(2) ガ ラ ス遺物の材質

ガ ラ ス は そ れぞ れ 各 酸 化 物 の 働 き か ら 、 網 目 形成酸化物 [NWF] 、 網 目 修飾酸化物

[NWM] 、 中 間酸化物 [Intermediate] よ り 成 り 立 っ て い る 。 網 目 形成酸化物 [NWF] は、

それ 自 身 が単独で 3 次元網 目 を形成 し得る も のでM-O単結合強度が80kcal/mol以上の酸化

物 を さ す。 今 回 の ガ ラ スで は Si 02 がそれに 相 当 す る 。 網 目 修飾酸化物 [NWM] は、 M-O

単結合強度が60kcal/mol以下の酸化物で それ 自 身が単独で は網 目 構造を作る こ と はで き な

い が 、 ガ ラ ス の 一成分 と し て 網 目 に は い り 各種の性質 に 影 響 を 与 え る ( Na20、 K 2 0、

MgO、 CaOな ど ). M-O単結合強度が60kcal/mol以上80kcal/mol以下の酸化物は 中 間酸化

物 と いい、 単独で はガ ラ ス を形成す る こ と はで き な いが、 形成酸化物の一部 と 置換 して網

目 形成 に か か わ る と と も に 修飾酸化物 と し て も 働 く こ と がで き る 。 Ah03，PbOな ど が そ

う で あ る 。 今回の試料 を各三成分 に わ けで表示 したのが図 ー 2 で あ る 。 形成酸化物は、 ほ

ぼ65""'70mol%前後 の 範 囲 に は い り 、 修飾酸化物の量は ほぼ20mol%か ら 最大で28mol%

前後 を示す。 中 間酸化物の量は 5 mol%か ら ほぼ 9 mol% と 多 い こ と が特徴で あ る 。

今 回 の 試料 26点 は 、 材質上の 分類で はすべ て が ア ル カ リ 珪酸塩ガ ラ ス で ソ ー ダ石灰ガ

ラ ス に属 す る こ と が明 ら か に な っ た ( 表 - 3 ) 。 カ リ ガ ラ ス は今回の試料 に は合 ま れ て い

な い。 な かで も 特徴的な こ と は、 上述の よ う にAh03合有量が 7 % ""' 12%前後 と 高い合有

量 を 示 す こ と で あ る 。 Na20 は 14% ""'20%前後でややバ ラ ツ キ を示す。 A h03合有量の 多

い ソ ーダ石灰ガ ラ ス は、 西 ア ジ アやエ ジ プ ト 、 ロ ーマ な ど 地 中 海沿岸諸国で発達 し た ソ ー

ダ石灰ガ ラ ス と は異な り 、 ア ジ アで発達 した ソ ーダ石灰ガ ラ ス の特徴を示 し て い る 。 な か

で も 黄緑色、 緑色の試料はいずれ も CaO合有量が 4 %以下で典型的な 「 ア ジ ア の ガ ラ ス J

で あ る 。 黒色の ガ ラ ス はCaO合有量が 3 %""' 5 % と やや高い傾向 を示 し て い る 。 いずれに

し て も 今回の試料すべ て は、 Na20-Ah03・CaO・Si 02系の ソ ー ダ石灰ガ ラ スで あ る 。

今回の試料で は緑色系 に は黄緑半透明の小玉 と 緑色 ( 深禄 ) 透明の小玉の 2 種類の も の

があ り 、 基礎ガ ラ ス の材質 自 身 は同 じで、 着色の技法が変わ っ て い る も ので、 最 も 大 き な

特徴 は 、 PbO合有量に あ る 。 Fe2 03やCuO合有量 に は大 き な差は認め ら れ な い。 Fe203と

PbOが黄色の発色 に 大 き く 関与 し て い る も の と 思われる ( 国 一 3 ) 。
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図 - 2 各紙料の形成酸化物， 修飾酸化物， 中間酸化物の量
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試料番号 Si02 Ai203 Na20 K20 MgO CaO Ti02 Fe203 CuO MnO PbO 
67 .4 1 0 . 1 1 4.2 2 . 1  0 . 1  3 . 1  0.5 1 .47 0 .61  0 .07 0. 1 8  

2 67 目4 9 目6 1 4.7 2 .0 0.2 2.2 0.4 1 .62 0 .44 0 .05 1 .30 

3 61 .8 1 2 .6 1 6.0 2.5 0.2 3.3 0.5 1 .88 0.73 0 . 1 5 。目 1 6

4 67.4 8 . 1  1 5.8 1 .5 0 . 1  2 .0 0.4 1 .36 0 .62 0.07 2 .46 

5 62.3 1 1 .5 1 6.5 2.5 0.2 2.5 0.4 1 .74 0 .54 0.07 1 .49 

6 65.8 7 . 1  20.4 1 .2 0.3 2 . 1  0.4 1 .60 0.60 0.08 0 . 1 3  

7 62.5 8.5 1 7 .6 2.2 1 . 1 2 .5 0.3 1 .68 0 .82 0.09 2 .47 

8 69.0 7 .6  1 3 .7 2.3 0.2 2.9 0.3 1 .57 0.52 0.08 1 .69 

9 68.4 9 .2 1 3 .9 2.0 0.2 2.4 0.3 1 .33 0 .46 0.05 1 .60 

1 0  58.9 1 2 .4 1 8.3 2.2 0.2 2.6 0.4 1 .48 0 .62 0 .06 2 .81  

1 1  66.2 1 0 .9 1 4. 1  2 .5  1 .0 1 .5 0.5 1 .73 0.56 0.05 0 .91  

1 2  66.7 9 . 1  1 6.2 2 . 1  0.2 2.9 0.4 1 .58 0 .53 0 . 1 1 0 . 1 3 

1 3  64.9 7 .8 1 7 .0 2.2 1 .1 1 .6 0.8 1 .45 0.50 0 . 1 3  2 .35 

1 4  66.3 9.6 1 5 .3 2.0 1 . 1 2 .8 0.4 1 .53 0.56 0.07 0. 1 4  

1 5  68.6 7 .9 1 5 .3 1 .3 0 . 1  3 . 1  0.3 1 .63 0.44 0.06 1 . 1 6  

1 6  61 .8 8.0 22.6 1 .6 0.4 2.4 0.4 1 .55 0 .68 0.09 0. 1 6  

1 7  61 .7 1 1 .2 1 5 .2 2 .3 0.9 5.0 0.4 1 .60 0.81 0 .69 0.06 

1 8  63.8 1 1 .6 1 4.3 3.3 0.9 3.6 0.4 1 .66 0 .04 0 . 1 2 0 . 1 1 

1 9  65.9 7.7 1 5.8 2 .2 1 .0 4.3 0.3 1 .34 0 .69 0.56 0.06 

20 65.5 1 0 .8 1 3 . 1  3 .0 1 .9 3 .2 0 .4 1 .49 0 .04 0 . 1 1 0.08 I 
2 1  64. 1  1 1 .2 1 3.7 3.3 1 .9 3 .5 0.4 1 .57 0.03 0 . 1 2  0.08 

22 61 .4 8.3 1 8.5 2.4 1 .1 4.4 0.4 1 .48 0.97 0.78 0.08 I 
23 62.5 1 1 .3 1 6.2 3.3 0.9 3.5 0.4 1 .57 0.05 0 . 1 3  0.08 

24 60. 1  1 1 .9 1 5 .8 2.7 0.2 5.4 0.4 1 .57 0.89 0.76 0.08 

25 64.9 8.6 1 6.8 2 .4 0.2 3.4 0.4 1 .80 0.55 0.76 0 . 1 0  

26 61 . 1  1 2 .6 1 6.2 3.2 0.9 3.5 0.4 1 .6 1  0 .03 0. 1 2  0.08 

ガ ラ ス 小玉の分析結果表 - 3
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黒色系統の ガ ラ ス に は、 透明感の あ る も の と 不透明な も の の 2 種類が存在す る こ と が透

こ の両者を比較す る と 基本的 に は基礎ガ ラ ス は 同 じ で あ過光線の観察で 明 ら か に な っ た。

る 。 K20合有量は透明 の ガ ラ スの方がやや少な い傾向が あ る 。 CaO 合有量は透明 ガ ラ ス の

方がやや 多 い 傾 向 が認 め ら れ る が、 No. 25は こ の 限 り で は な い。 Fe203やTi02に は有為の

差は認め ら れ な い。 最 も 顕著な差はCuO と MnO合有量に あ る ( 図 - 4 ) 。 透明 な ガ ラ ス に

は こ れ ら の 両者が高 い含有量 を示 し て い る こ と は興味あ る こ と で あ る 。
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黒色透明 ガラ ス と 不透明 ガラ ス に含有す る CuO、 MnO図 - 4

(3) ガラ ス の諸物性

珪酸塩ガ ラ ス に お い て は、 ガ ラ ス の組成がわかれば加成性因子を用 い て近似的に 屈折率、

アこ こ で は ア ッ ベ ン に よ る 加成性因子を用 いた。熱膨張係数な ど の 諸物性が計算で き る 。

ッ ベ ン の加成性 因 子 を用 い る 物性値の計算で はガ ラ ス の組成を構成酸化物の モル% に も と

づいて次式に よ り 計算 した。

P = p l f l  +p2f2+ ・ ・ ・ ・ + p ifi

( MxOy)i と し、P は着 目 す る 性質で ガ ラ ス の構成成分 を ( MxOy) l、 ( MxOy)2 ・ ・ . . 

それ ら の合有率をfl ，f2， ・ ・ ・ fi と す る 。 pl ，p2， ・ . p iは構成成分 ( MxOy) l ， ( MxOy) 

( Mx O y ) iの 性質 P に つ い て の 寄与率で加成性 因 子で あ る 。 た だ し 、 S i 0 2、2 ・ ・ ・ ・

PbOな ど に つ い て は あ る 範 囲 を も っ て与 え ら れ る 。 次式はSi 02の加成性因子で あ る 。 た

だ し 、 Si 02、 PbOな ど に つ い て は あ る 範 囲 を も っ て与 え ら れ る 。 次式はSi02の加成d性因

子 と Si02合有量の 関係 ( ア ッ ベ ン ) を示 した も の で あ る 。

V 1 ( cJd/moI ) : モル容積VS i 02 = 26. 1 +0.035 ( Si02 -67 ) Si02 > 67の条件下

nt : 屈折率n S i 02= 1 . 475 -0.0005 ( Si02 - 67 ) 

: 平均線膨張係数 α i OO-'!"C )α S i 02 = 38- 1 .0  ( Si02 -67 ) 

: 縦断性率E i 0 03kg /岨 )E S i 02 = 6.6+ 0.02 ( Si02 -67 ) 

E S i 02 = 6. 5  α S i 0 2 = 38.0 n S i 0 2 = 1 .475， 
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S i02 < 67の場合は一定 と みなす

VS i 0 2 = 26. 1 .  



今回の計算結果 に つ い て は 、 表 - 4 に ま と めたので参考 と して示 し て お く 。 こ れは あ く ま で

も 組成か ら も と め た理論計算値で あ り 、 実際の密度な ど は介在す る 気泡な ど に よ り 変動す る 。

試料番号 平均化学式量 モ ル容積 密 度 屈折率 平均線膨張係数10・'Y"C 縦弾性率1Q3kg/耐

62.48 25.76 2 .43 1 .485 9 1 .81  6 .92 

2 63 .54 25.81 2 .46 1 .486 92.75 6.87 

3 63.43 25.68 2 .47 1 .486 1 03 .00 6.93 

4 63 .61  25.58 2.49 1 .488 96.38 6.80 

5 64. 1 5  25.68 2 .50 1 .491 1 04.84 6.86 

6 62 . 1 9  25.09 2 .48 1 .488 1 1 2 .93 6.72 

7 63.48 25. 1 3  2.53 1 .492 1 09 .59 6.77 

8 62.68 .25.62 2 .45 1 .486 90.31 6.85 

9 63 .20 25.83 2 .45 1 .489 89.54 6.89 

1 0  64.91  25.56 2 .54 1 .498 1 1 3 .27 6.84 

1 1  64. 1 4  25.88 2 .48 1 .485 91 .77 6.89 

1 2  62.39 25.54 2 .44 1 .487 99.59 6.86 

1 3  63 .72 25.31  2 .52 1 .493 1 04.56 6.79 

1 4  62.20 25.47 2 .44 1 .489 96.40 6 .91  

1 5  62 .24 25.49 2 .44 1 .488 93.65 6.87 

1 6  62.27 24.87 2 .50 1 .492 1 25 .05 6.70 

1 7  61 .36 25. 1 8  2 .44 1 .484 1 02 .24 6.99 

1 8  62.50 25.69 2 .43 1 .496 98.47 6.99 

1 9  60.65 25.04 2.42 1 .486 1 0 1 .62 6.89 

20 62 .04 25.60 2 .42 1 .496 92.33 7 .01  

21  62 .02 25.51  2 .43 1 .495 96.04 7 .00 

22 61 .0 1  24.75 2 .46 1 .485 1 1 5 .63 6.82 

23 62.52 25.55 2 .45 1 .498 1 06.27 6.94 

24 6 1 .6 1  25.26 2 .44 1 .484 1 06.96 6.98 

25 62. 1 2  25.29 2 .46 1 .479 1 05 .33 6.83 

26 62.88 25.63 2 .45 1 .499 1 06.86 6.98 

表 - 4 各 ガ ラ ス 小玉の諸物性
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第羽章

1 先土器時代

こ の 時代の遺物 は全部で 4 点出 土 し て い る 。 石器

の 出 土が純粋な包含層か ら の 出土で な い た め組成等

の デ ー タ は無いが遺物の存在が確認 さ れた こ と は重

要な こ と で あ っ た と 考 え る 。

2 縄文時代

こ の 次期 の 遺物 も 包合層 は 削平 さ れて い る が、 遺

構は残 さ れて いた。 土壌で あ る 。 土器は縄文時代後

期の阿高系 の 遺物が 1 点み ら れ る が大半の土器は後

期後半の辛川式の遺物 を 中 心 と し、 北久根式 さ ら に

は晩期の 鳥井原式、 御領式、 古閑式ま で あ る 。 遺物

の増減は あ る が連綿 と 続い て い る 。 しか し、 こ こ で

は土墳か ら の遺物が 中 心で あ り 、 主に辛川式土器の

出土が多 く 見 ら れて い る 。

こ の 土器に伴 う 石器 と し て は、 緑泥片岩の石材 を

中 心 と し た石斧で あ る 。

その他の石器は黒曜石 を 中 心 と す る 剥片石器類で

あ る 。 石匙、 石鍛が多 く 、 「使用 痕の あ る 剥片」 と

し て い る も の も 多 く 存在す る 。 使用跡の あ る 剥片は

こ こ で は、 あ ま り 大 き く な い不定型の剥片 を使用 し

て い る 。

3 弥生時代

こ の 遺跡の存在す る 段丘上の先端部に聾棺が多数

確認 さ れた。 壷 の タ イ プは熊本市黒髪遺跡 を標識 と

し て い る 中型~小型の 費棺で あ る 。

こ の 聾棺に混在 し て 北部九州 に 中 心 を持つ須玖式

の 大型の聾棺が あ る 。 こ れは、 数は多 く な いが黒髪

式の 聾 に 須玖式の鉢型土器を蓋に使用 し て い る 場合

も あ り ほぼ同時期 に使用 さ れて いた こ と 窺 え る 。

聾棺 内 に 副葬品等の 出土は無 く 、 人骨 も 1 体のみ

の 出土で あ っ た。

壷棺 に伴い木棺墓 ・ 土壌墓が存在 していたの か も

しれないが、 調査段階で は形がは っ き り しな か っ た

せいか不明土墳 と して報告 さ れて い る 。

わずか に 聾棺 と 木棺墓 ・ 土墳墓 と の分布範囲 がず

ま と め

れてお り 、 時期的に若干差があ る の か、 同時期に存

在 し て い た の か、 ま た は、 身分的な も ので 区別 さ れ

ていたのかは今 と な っ て は確認で き な い。

弥生時代の遺構は壷棺以外に は住居跡が 1 軒検出

さ れた。 こ の 住居跡 も 聾棺 と ほぼ同 じ時期の遺構で

あ る 。 住居内か ら は黒髪式の土器が多数出 土 し鉄片

も 1 点出土 し て い る 。

こ の よ う な 多 彩 な 出 土遺物、 遺構の特徴か ら 弥生

時代 中期後半 と 考 え ら れ る 。

4 古墳時代

出土 した遺物は 3 基に の ぼ る 。 一古墳群 と して考

え ら れ る 。 しか し、 古 く か ら墳丘は削平 さ れていた

模様で あ る 。

(1 )遺物

こ こ で は、 1 号墳出土の須恵器 ・ 土師器資料 を 中

心に考えてみたい。

須恵器

主体部の 一括遺物及び周 溝出土の須恵器は合計 4

点で あ る 。 樽型車、 透か し付き 樽形麗、 融、 小型丸

底壷で あ る 。

麗は、 小型で 丁寧な作 り で あ り 稜線等は、 は っ き

り してお り 胴部に波状文が施 さ れて い る 。

形態は胴部最大径が上部 に あ り 、 口 縁端部近 く に

は明瞭な稜線が施 さ れ る 。

小型広 口 壷は 口 頭部 中 央 に 明瞭な 凸線の稜線を持

ち体部の最大径が上部 に あ る 。

樽形曜は、 熊本県 内 で は 5 ・ 6 例 目 の 出 土例で あ

る 。 さ ら に発掘調査で 出 土 し た の は、 今 回 の 資料が

初 めてで あ る 。

こ の樽形麗は、 陶 邑 に お い て は須恵器生産が行わ

れて い た初期段階 T K 73 ・ T K 85 ・ T K 216 ・ T K

208 に か け て 生産 さ れて 、 そ の 後急速 に 姿 を消 し て

行 く ので、 比較的年代特定が容易であ る 。

ま ず、 透か し付き 樽形聴についてで あ る が形態的

に は体部 中央部 と 体部端部の径に極端な差はな く 作
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り も 丁寧で あ り 、 透か し と い う 装飾 を も っ特徴を備

え て い る 。

も う 一つの樽形曜 も 、 体部 中 央部 と 体部端部近 く

ま で の 径の差が ほ と ん ど な い た め形態的に は古いタ

イ プ と 考 え ら れ る 。 こ こ で は、 透か し付き 樽形麗 と 、

ほぼ同 じ 時期の も ので あ る と 考 え ら れ る 。

以 上 の こ と か ら 陶 巴 編年で 言 う T K 85か ら T K

216聞の時期が考 え ら れ る 。

土師器

土師器は須恵器 と 違い在地系 の も ので あ る た め熊

本本県 に お け る 編年 を も と に考 え る 。

土師器は県 内 で は下益城郡城南町の塚原古墳群に

ま と ま っ た遺物が見 ら れ る 。 こ こ での編年 に あ て は

め て み る と 題形土器は塚原遺跡 I 類 に あ て は め られ

る 。 その ほか、 査形土器、 聾形土器、 高杯、 小型丸

底査 も 同 じ く 塚原編年の な かで 5 世紀初頭か ら 中 頃

ま で の 範 中 と して と ら え る こ と がで き る 。

(2)遺構

こ こ で は、 古墳が 3 基検出 さ れて い る 。 いずれ も

円墳で あ る 。 主体部の本来の形が分か っ た も の は 2

基あ る 。 1 基は横 口 式家形石棺 ( 妻入 ) 、 も う 1 基

は箱式石棺で あ る 。

横 口 式家形右棺 ( A 区 ・ 1 号墳 )

横 口 式家形石棺の熊本県 内 にお け る 分布をみる と

下益城郡城南町の塚原古墳群 に お い て 7 基見 ら れ る 。

今回調査を行 っ た竃 門 寺原遺跡の あ る こ の菊水町

で も 以前か ら 2 基確認 さ れて い る 。 ( 第 6 表 )

横 口 式家形石棺は主に北部九州で よ く 使われてい

る がそれ ら はその地方の首長墓的な性格を も っ た古

墳に多 く 使われて い る 。 熊本県 内 に お い て は こ こ で

確認で き た古墳の よ う に 比較的小規模な古墳に も 多

く 使用 さ れて い る 。

こ の 寵 門 寺原遺跡か ら 菊池川沿 い に 下流に むか つ

て 3 kmの位置 に 横 口 式家形石棺の主体部 を持 っ た江

田船山古墳があ る 。 こ の古墳は前方後 円墳で あ り 、

石室 内 か ら は大陸 と の 関係 を 示す重要な遺物 も 確認

さ れて い る 。 こ の古墳の 出土遺物か ら 導き 出 さ れる

年代は、 初葬段階で 6 世紀初頭で あ り 陶邑編年か ら

は、 T K208の 時期が考 え ら れて い る 。
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以上の事か ら 、 竃門寺原遺跡 1 号墳は江田船山古

墳 よ り やや古い 5 世紀前半か ら 中 頃 に 築造 さ れた と

考え ら れ る 。

以上の よ う な 大 ま か な 時期 を設定 し てみた。 出 土

遺物の 中 の 透か し付き 樽型麗は、 器形が特殊で あ る

た め図面に よ る 復元作業に戸惑 っ た。

今 回 出 土 し た遺構 ・ 遺物に つ い て は今後更に検討

を加 え て機会をみて考察 を行いた い。
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06)坂田邦洋 「縄文時代に 関す る 研究、 北久根山式土器の設定J W考古学論叢』 別府大学考古学研究会

制 中 村 浩 『陶邑 n � 大阪府教育研究会

O� 中村 浩 『須恵器集成図録』 第 1 巻 近畿 I 雄山閤出版

09)中村 浩 「須恵器の年代論」

帥 中 村 浩 『和泉陶巴窯の研究』 柏書房

帥 中村 浩 『須恵器』 ニ ュ ーサイ エ ン ス社

帥藤原 学 「須恵器生産の展開J

�3)武末純一 『土器か らみた 日 韓交渉』 学生社

帥山崎純男 「福岡市有 田 遺跡出土の 陶質土器 と 古式土師器J W古文化談叢� 6 古文化研究会

側 田 辺岡三 『須恵器大成』 角 川書庖

。。松本健朗 ・ 勢 回広行 「肥後の須恵器 一 須恵器生産の開始期 を め ぐ っ て(1) 一 J W九州考古学』

帥面高哲郎 ・ 長津宗重 「宮崎県都城市志和池出土の 陶質土器J W古文化談叢� 6 古文化研究会

側九州大学文学部考古学教室 『 山 隈窯跡群の調査』

帥横山邦継 ・ 下村 智 ・ 三辻利 一 ・ 杉 直樹 「福岡市 ・ 飯盛遺跡出 土陶質土器の産地推定」 古文化談叢

側西谷 正 「加耶古墳の発掘」 九州大学文学部 『史淵』

帥古城山古墳調査団 「筑後古城山古墳J

(3$菊水町教育委員会 「赤穂原」 菊水町文化財報告書 第 5 集

側小 田 富士雄 「須恵器文化の形成 と 日 韓交渉 ・ 総説論J W古文化談叢� 24集

帥小 田富士雄 「古墳時代 - 4 ・ 須恵器の伝来 と 生産J W図説発掘が語る 日 本史 6 ・ 九州沖縄編』

帥小 田富士雄 「須恵器の源流 一 九州地方 ー J W 日 本陶磁の源流 ー 須恵器出現の謎を探 る 一 』

帥小 田富士雄 「九州の須恵器序説 ー 編年の方法 と 実例J W九州考古学』

的橋 口 達也ほか 「池の 上墳墓群J W甘木市文化財調査報告』

側橋 口 達也 ・ 内 田俊和 「古寺墳墓群J W甘木市文化財調査報告』

�9)橋 口 達也 「須恵器」 日 本考古学協会1990年度大会研究発表要 旨
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調査フ リ ガ ナ 在 地 期間 原所 収 遺 跡 名 所

緯 経 因市町村 遺跡番号

4 - 19 H . 3 . 11 
カ マ ド テ ラ パ ノレ 玉 名 郡菊水町大字 ( 県 ) ，、以 7 ， O O O nf  圃 場整備

H . 4 . 5  竃 門 寺 原 寵 門字寺原 2 - 183 

所 収 遺 跡 名 種別 主 な 時 代 主 な 遺 跡 主 な 遺 物 特 注 事 項

竃 門 寺 原 先土器時代 ナイ フ 形石器 熊 本 県 で は 出 土 例
縄文時代 の 少 な い 初 期 段 階 の

後期 土墳 辛川式土器 須 恵 器 が 1 号 墳 か ら
御領式土器 出土 し て い る 。
石鑑、 石匙、 打製
石斧、 磨石

集落 弥生時代
墓地 中 期 住居跡 黒髪式土器

聾棺
墓地 古墳時代 古墳 須恵器 ・ 土師器

中期 ガ ラ ス小玉 ・ 鉄器
滑石製有孔 円 盤
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写 真 図 版



1号聾棺検出状況

2 . 3 号聾棺検出状況

一 77 一

P L  1 



P L  2 

4号斐棺検出状況

5 号壷棺検出状況
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P L  3 

6 号聾棺検出状況 ( 西より )

7号聾棺検出状況
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P L  4 

8 号聾棺検出状況 ( 西より)

8 号費棺検出状況

8 号聾棺検出 ( 人骨検出状況 )
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9号聾棺検出状況 ( 南よ り )

12号費棺検出状況 ( 東よ り )
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13号蜜棺検出状況

l 号墳完掘状況 ( 南より)
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l 号墳主体部完掘状況 ( 南より)

2 号墳完掘状況

- 83 -

P L  7 



P L  8 

A区1号住居跡遺物出土状況 ( 東より)

A区1号住居跡出土遺物
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先土器時代の遺物

北久根山式土器
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縄文時代後期の土器
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縄文時代後期の土器
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縄文時代後期~晩期の土器
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縄文時代の石器
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縄文時代の石器
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1号墳出土土師器
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1 号墳出土土師器

1 号墳出須恵器 ( 砲 )

Fhd

 

nwu
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